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開会 午前 ９時２７分 

 

○書記（森田 公君） それでは、ただいまから決算審査特別委員会を始めさせていただきま

す。 

  本日は、決算参考資料のナンバー10と指定管理者導入施設の実績についてを使いますの

で、ご用意願います。 

  それでは、委員長挨拶、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 皆さん、おはようございます。 

  決算審査特別委員会４日目となりました。 

  本日は一般会計審査の歳出が終わり、その後、歳入まで行く予定であります。恐らく一般

会計については今日終わるのではないかなというふうに思っておりますので、ご協力お願い

いたします。 

  残り２日となりましたけれども、週が変わって土日で静養していただいたと思いますので、

活発なご意見等いただきますようお願いを申し上げまして、挨拶といたします。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  ただいまの出席委員は15名であります。定足数に達しておりますので、これより決算審

査特別委員会を開会いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） 本日の会議を開きます。 

  本日も、先週に引き続き、一般会計歳出の決算審査をお願いいたします。限られた時間内

での審査ですので、委員各位のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で行い、質問の際は、決算参考資料のページと事業名を言

っていただき、簡潔にお願いをいたします。また、当局側の答弁も簡潔に説明していただき

たいと思いますので、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

  それでは、早速、審査に入ります。 

  認定第１号 令和４年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。 

  初めに、教育総務課所管の事業について、説明を求めます。 

  宮本教育総務課長。 
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○教育総務課長（宮本 裕君） 改めまして、おはようございます。 

  それでは、教育総務課が所管いたします業務の決算内容につきましてご説明申し上げます。 

  決算参考資料につきましては、ナンバー10、教育部の１ページ、決算書は120ページ、

121ページになります。 

  なお、説明につきましては、決算参考資料を中心に説明させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

  10款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、01教育委員会運営費は、支出済額114

万939円で、財源は全て一般財源であります。事業内容は、教育委員４人の報酬や交際費、

教育委員会運営費、山梨県教育委員会連合会等への法令外負担金などであります。 

  ２ページをお願いいたします。 

  ２目事務局費になります。 

  なお、この事務局費の財源は、全て一般財源であります。 

  01教育管理関係職員費、支出済額１億5,130万8,962円は、教育部長、教育総務課、学校

教育課の職員19人の人件費であります。 

  02教育管理関係会計年度任用職員等費、支出済額854万1,589円は、会計年度任用職員の

スクールバス運転手３人の人件費であります。 

  10事務局費、支出済額321万936円は、教職員やスクールバス運転手の休暇に伴う代替報

酬や学校評議員報酬、小学校１年生の防犯ブザー、通学路の安全啓発のぼり旗、旅費、消耗

品などの事務局運営費のほか、全国及び関東地区都市教育長協議会等の負担金、小中学生ス

ポーツ・文化芸術等県外大会出場激励金であります。 

  13学校評価事業、支出済額124万7,120円は、児童・生徒、保護者等へのアンケートの印

刷費や郵送料及び集計処理に係る委託経費であります。 

  学校評価につきましては、学校自身が地域社会から支援または協力を得て教育活動と学校

運営状況の評価を行い、教育水準の向上や開かれた特色ある学校づくりを推進することを目

的として実施しております。 

  50教育委員会公用車維持管理事業、支出済額129万2,270円は、公用車９台分の燃料費と

維持管理経費であります。 

  ３ページをお願いいたします。 

  決算書は122ページ、123ページになります。 

  ４目学校ネットワーク管理費、01学校ネットワーク管理費は、支出済額4,662万3,319円
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で、財源は全て一般財源であります。 

  主な事業内容といたしまして、２行目のインターネット回線使用料は、各学校教職員のパ

ソコンからインターネットにアクセスする際の回線使用料であります。 

  その下の学校系ネットワーク運用管理支援業務委託は、維持管理及び保守などの学校ネッ

トワークの安定した運営を継続するための経費であります。 

  その２行下になりますけれども、教職員一人一台パソコン構築業務委託は、ＧＩＧＡスク

ール構想に伴い児童・生徒全員にパソコンが行き渡ったため、不用となったパソコン教室の

パソコンを教職員用に転用するための設定変更などの業務委託であります。 

  その３行下となりますけれども、学校系ネットワーク環境整備機器購入は、老朽化した機

器の入替え及びサーバー用のバッテリー交換の経費となります。 

  そのほか、学校ネットワーク関連備品や山梨県統一の校務支援システムのセキュリティー

クラウドに係る甲斐市分の負担金などであります。 

  ４ページをお願いいたします。 

  決算書につきましては、122ページから125ページまでとなります。 

  ２項小学校費、１目学校管理費、01小学校関係職員費は、支出済額2,242万5,688円で、

財源は全て一般財源であります。事業内容は、各小学校関係職員の栄養士３人の人件費であ

ります。 

  02小学校関係会計年度任用職員等費は、支出済額8,070万1,463円で、財源は全て一般財

源であります。事業内容は、各小学校関係の会計年度任用職員である司書11人、栄養士１

人、調理員24人、計36人の人件費であります。 

  03竜王小学校費から、５ページ上段の13双葉西小学校費までの各小学校費の事業内容に

記載があります維持運営費につきましては、事務用品、光熱水費、修繕費などの需用費、電

話料、各種手数料などの役務費、コピー機、印刷機などのリース料のほか、原材料費、事務

用備品購入費など共通の維持経費でありまして、財源は全て一般財源であります。 

  それでは、４ページに戻っていただきまして、各小学校費の維持運営費以外の内容につい

てご説明いたします。 

  05竜王南小学校費では、維持運営費に加えまして、屋内運動場長寿命化改修工事の監理

業務委託として794万2,000円、工事費として３億6,740万円を支出しておりますけれども、

これは全て令和３年度からの繰越明許費であります。財源内訳の国県支出金は学校施設環境

改善交付金、市債は学校教育施設等整備事業債で、残りは一般財源であります。 
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  07竜王西小学校費では、維持運営費に加えまして、学校用地の地権者６人へ借地料537万

1,750円を支出しております。 

  なお、６人のうち２人から所有する用地の全部または一部の売買契約が調ったことにより

まして、用地購入費4,752万円を支出しております。 

  また、屋内運動場長寿命化改修工事の設計業務委託料1,397万円を支出しております。 

  財源内訳の市債は、長寿命化改修工事設計業務の財源であります学校教育施設等整備事業

債で、残りは一般財源であります。 

  ５ページをお願いいたします。 

  13双葉西小学校費では、維持運営費に加えまして、校舎長寿命化改修工事の設計業務委

託料5,720万円を支出しております。 

  財源内訳の市債は、長寿命化改修工事設計業務の財源であります学校教育施設等整備事業

債で、残りは一般財源であります。 

  続きまして、14小学校施設整備費は、支出済額２億2,260万7,317円で、財源内訳の国県

支出金は学校施設環境改善交付金、市債は学校教育施設等整備事業債、防災・減災国土強靭

化緊急対策事業債、公共施設等適正管理推進事業債の３種類を活用しておりまして、残りは

一般財源であります。 

  主な事業内容といたしましては、業務委託として、３行目の敷島北小学校バリアフリー化

改修工事の設計監理業務委託などがありまして、工事といたしましては、その２行下以降に

記載してあります竜王小学校受水槽取替工事、竜王東小学校クラブハウス屋根改修工事、敷

島小学校屋内運動場床改修工事、敷島北小学校バリアフリー化改修工事、敷島南小学校上水

道切替工事、敷島・双葉地区電気工作物取替工事のほか、６ページにかけて記載がしてあり

ますとおり、小学校11校からの修繕要望などに基づきまして実施した工事であります。 

  その他といたしまして、事務用品や修繕などの需用費、高木の植木剪定などの役務費、児

童用机・椅子などの備品購入費等であります。 

  また、竜王東小学校内部環境改善工事の設計監理業務委託料として558万8,000円、工事

費として4,411万円を支出しておりますが、これは全て令和３年度からの繰越明許費であり、

この財源は国県支出金のほか、市債は学校教育施設等整備事業債で、残りは一般財源であり

ます。 

  続きまして、15小学校施設維持費は、支出済額5,305万5,348円で、財源は全て一般財源

であります。事業内容は、浄化槽清掃・検査、植木手入れ及び暖房機器点検等、また、施設
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の清掃、警備、維持管理、特殊建築物定期調査報告業務委託のほか、学校給食提供補助及び

環境整備業務委託、校庭芝生管理業務委託、防犯機器リースなどであります。 

  続きまして、７ページをお願いいたします。 

  決算書は126ページから129ページになります。 

  ３項中学校費、１目学校管理費、01中学校関係職員費は、支出済額1,267万5,715円で、

財源は全て一般財源であります。事業内容は、中学校関係職員の司書１人、栄養士１人、計

２人の人件費であります。 

  02中学校関係会計年度任用職員等費は、支出済額2,253万3,152円で、財源は全て一般財

源であります。事業内容は、各中学校関係の会計年度任用職員である司書４人、栄養士１人、

調理員４人、計９人の人件費であります。 

  03竜王中学校費から07双葉中学校費までの事業内容に記載があります維持運営費につき

ましては、小学校費と同様になりますけれども、事務用品、光熱水費、修繕費などの需用費、

電話料、各種手数料などの役務費、コピー機、印刷機などのリース料のほか、原材料、事務

用備品購入費などの共通の維持経費であり、財源は全て一般財源であります。 

  それでは、各中学校費の維持運営費以外の内容につきましてご説明いたします。 

  03竜王中学校費は、維持運営費に加えましてテニスコート用地借地料90万8,010円を支出

しております。 

  04玉幡中学校費は、維持運営費に加えまして屋内運動場・武道場の長寿命化改修工事に

係る設計業務委託料2,116万3,000円を支出しております。 

  財源内訳の市債は学校教育施設等整備事業債で、残りは一般財源であります。 

  08中学校施設整備費は、支出済額１億6,388万4,990円で、財源内訳の国県支出金は学校

施設環境改善交付金、市債は公共施設等適正管理推進事業債、学校教育施設等整備事業債及

び合併特例債の３種類を活用しておりまして、残りは一般財源であります。 

  主な事業内容といたしましては、業務委託としては３行目の玉幡中学校校舎躯体調査業務

がありまして、工事といたしましては、その下以降に記載してあります竜王中学校受水槽取

替工事、玉幡中学校及び敷島中学校の防球ネット改修及び設置工事などのほか、８ページに

かけて記載してありますとおり、中学校５校からの修繕要望などに基づき実施した工事であ

ります。 

  その他といたしまして、グラウンド用土や修繕などの需用費、高木の植木剪定などの役務

費、生徒用机・椅子などの備品購入等であります。 
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  また、竜王北中学校のプール循環浄化装置改修工事489万円、内部環境改善工事の設計監

理業務委託料として665万5,000円、工事費として5,335万円を支出しておりますけれども、

これは全て令和３年度からの繰越明許費でありまして、この財源は国県支出金のほか、市債

は合併特例債、学校教育施設等整備事業債であり、残りは一般財源であります。 

  09中学校施設維持費は、支出済額2,202万2,950円で、財源は全て一般財源であります。

事業内容は、浄化槽清掃・検査、植木手入れ及び暖房機器点検等、また施設の清掃、警備、

維持管理、特殊建築物定期調査報告業務委託のほか、学校給食提供補助及び環境整備業務委

託、防犯機器リースなどであります。 

  次に、13款諸支出金、１項基金費、10目奨学金貸付基金費であります。 

  決算書は144ページ、145ページとなります。 

  01奨学金貸付基金積立は、支出済額1,000円で、財源は全てその他財源の基金利子であり

ます。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  所管は総務教育常任委員会になります。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ３ページの学校ネットワーク管理費のところですが、このパソコンの

連携というか、学校間の連携とか、あるいは本課との連携とか、そういうのはどんなシステ

ムになっていますか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂施設係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 学校間との連携につきまして、この学校系ネットワーク、いわゆ

るパソコンを利用して連携をしているところであります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） もう一つ、こちらの本課との関係はどうなっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 私ども教育総務課のほうにパソコンがありまして、もちろん各学

校のほうにも同じようにパソコンが１台設置してあります。その中で今、先ほど言ったとお
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り、パソコンのインターネットでありますとかそういった回線を利用して連携しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの一番上、中学校関係職員費などの関係ですが、司書だとか

栄養士が配置をされていますが、あと、雑務というんですか、昔、用務員さんなんかがいて

いろいろやっていた、ああいった仕事はどこでやっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 昔、よく言われたとおりに学校のほうには用務員さんという方が

いらっしゃいましたけれども、今そういった方はいらっしゃいません。その代わり、環境整

備員ということで、各学校のほうにそういった環境の整備、また事務的な手伝いができる方

を毎月１回、またあるいは２回程度、各学校に派遣して作業をしてもらっているところであ

ります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） それが予算というか決算ではどこに出ているか、ちょっと聞きたかっ

たんで。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） その方々の報酬等につきまして、人事課のほうで計上してあると

ころであります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） まず、２ページの10事務局費の学校評議員報酬78人ということです

けれども、この78人って人数が多いんで、これというのは振り分けられているんですか。

各学校に何人ずつぐらい振り分けられているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小田切教育総務係長。 

○教育総務係長（小田切英規君） 評議員につきましては、各学校６人以内と決まっておりま

して、４人から６人配置されているところであります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 

○委員（安倍健治君） この評議員ってどういう仕事というか、やられる方々なんですか。 
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○委員長（長谷部 集君） 小田切係長。 

○教育総務係長（小田切英規君） 評議員につきましては、学校の行事、例年ですと入学式、

運動会、学園祭、授業参観、卒業式などに加えて、年２回程度の学校評議員会のほうに出席

しているところでございます。 

  令和４年度につきましては、コロナのため評議員会以外には出席しておりません。 

  以上です。 

〔「委員長、補足でよろしいですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） はい。 

  名取教育部長。 

○教育部長（名取藤吾君） 評議員の仕事ということなんですけれども、そういう学校のイベ

ントに参加することはもちろんなんですが、学校は評議員に意見を求めて、評議員は学校に

助言をすることができます。 

  先ほど係長が言った年に数回行われる評議員会で協議をしまして、そのような助言をもら

った中で、学校の自己評価を行います。さらには、その自己評価を行ったことを次年度の学

校運営に役立てていくというふうな業務になっております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 

○委員（安倍健治君） じゃ、ちょっと質問を変えまして、また同じところの事務局費なんで

すけれども、この小中学生スポーツ・文化県外大会出場のこれ、令和３年度よりも大分４年

度は増えているんですけれども、これというのはどういうスポーツの選手が今回活躍されて

いるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小田切係長。 

○教育総務係長（小田切英規君） お答えします。 

  交付人数で多い順に言いますと、スポーツの分に関しましては団体でバレーボール、軟式

野球、ビーチバレー、個人の関係につきましては空手、ソフトテニス、水泳などとなってお

ります。 

  また、文化芸術につきましては、ピアノ、管打楽器、随筆等になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 

○委員（安倍健治君） じゃ、またこれからさらに活躍するということは、また来年度さらに

予算が増えたりというのはあるんですか。 
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○委員長（長谷部 集君） 宮本課長。 

○教育総務課長（宮本 裕君） この激励金につきましては、今年度で３年目の制度というふ

うになるんですけれども、昨年度まではちょっとコロナの影響もございまして、当初予算で

はちょっとその状況が不安定だったということで、各種大会の開催を見込むことが難しかっ

たため、前年度と同額の予算を計上いたしましたけれども、今後につきましては、これまで

の決算の状況も踏まえまして、来年度以降の当初予算については増額を計上することも検討

しておりますので、これまでの決算の内容を踏まえて計上していきたいと考えております。 

  以上です。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） おはようございます。 

  ２点ほどお伺いしたいと思います。 

  この小・中学校の施設整備費でもって、これは大体全般的に、ここで毎年同じことなんで

すけれども、これで要望とかそういうのは大体執行されたのかどうか、ちょっとお聞きした

いと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 学校からの修繕等の要望につきましては、毎年６月、７月に実施

しています学校訪問に合わせて５月頃に要望をしていただき、学校訪問時に要望内容につい

て、教育総務課の予算で対応するか、あるいは各学校の予算で対応するかなどを協議してお

ります。 

  令和４年度につきましては、小・中学校16校より計145件の修繕要望があり、教育総務課

の予算で対応いたしました件につきましては17件、学校の予算で対応しましたのは11件、

そのほかの工事、また環境整備で対応した件数が５件、合計33件を対応いたしました。 

  残りの106件につきましては、今年度の予算の中で対応するもの、あるいは別工事の中で

併せて対応するもの、そういったものが40件あります。また、緊急性や優先度などが低い

ため学校で対応するものや、状況により今後検討するものが66件となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 
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  今の答弁だと、145件あったうちでいろいろ何がしすると三十何件で、また、106件はま

た今年度検討したり工事に入っているということです。また、今年度も新たにいろいろ要望

が上がってくるということですけれども、それも優先順位でやっていくということですね。

答弁お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 宮本課長。 

○教育総務課長（宮本 裕君） ご質問のとおり、要望事項につきましては毎年度いただいて

おりますので、要望事項は先ほど係長が答弁いたしましたとおり５月頃ということで、当初

予算に反映できるもの、その年度では反映できないものがありますので、その予算の中で対

応するものは当該年度に対応いたしますけれども、ちょっと予算を計上しなければならない

ようなもの等につきましては翌年度予算に計上して対応するような形を取っておりますので、

あくまでも今年度いただいた要望については、今年度の予算の中で対応できる範囲で対応い

たしまして、翌年度また新たな要望等を加えまして翌年度対応するような形を取っておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ちょっと質問を変える。ここは学校管理だから、小・中学校の空き教

室とかはここでいいのかな。ちょっとその空き教室、学校によってもかなり温度差があると

ころもあるんですけれども、全体的に空き教室ってどのぐらいあるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 空き教室につきましては、現時点において小学校11校で合わせ

て全部で36教室、中学校５校の合計で20教室あります。 

  空き教室につきましては、全て特別教室となっております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 小学校が36、中学校が20、それで特別教室などで利用しているとい

うことですけれども、以前、何年か前にもそんな話が出て、議員の中には地元のいろいろな

夜の会合とか自治会とか何だか、そういうのに活用したらどうかというような意見もあった

んですけれども、そっちの当局側の答弁だと、またそういうのはちょっと管理とかそういう

ので大変だということを聞いております。 

  しかし、今後、こんなに多くだと、少子化が進みますよね。それで、今後はどんなような

活用方法を考えているか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 宮本課長。 
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○教育総務課長（宮本 裕君） 空き教室につきましては、先ほど係長も答弁いたしましたけ

れども、全ての今学校にあるわけではございませんで、空き教室がない学校もございます。

その中で、現在は、空き教室につきましては放課後児童クラブとして使用している教室もご

ざいます。 

  今後の活用につきましては、今現在と同様に放課後児童クラブとして活用するとともに、

現在、25人学級の導入が進められておりますけれども、これがさらに進められた際に、特

別教室を普通教室に転用するなどして活用することも考えております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 

  現在推進している25人学級をすると、またそれで大体埋まるということもあるし、また、

学校によっては教室を増室なんていうこともあるかもしれないですけれども、そういうこと

で方法が分かればいいと思います。 

  ちょっと質問を変えますが、よろしいですか。 

○委員長（長谷部 集君） はい、どうぞ。 

○委員（藤原正夫君） ４ページの、申し訳ございません、07竜王西小学校費、用地購入費

のところでちょっとお伺いをします。 

  長年ここは問題になっていたところですけれども、これ、購入費が4,752万円でいいんで

すけれども、この上の用地借地料６人とあることは、６人が537万1,000何がしですけれど

も、まだそういうところがあるということなんでしょうかね。そこをお聞きしたいと思いま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） こちらの用地借地料537万1,750円につきましては、こちらに記

載されているとおり、６名の方から借地としてお借りしております。当然、今現在もお借り

している状況の中で、またこれから用地交渉等を含めて、また用地の買取りにご協力いただ

くようお願いしていく形となりますので、そういった形になります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ぜひ、そのような方向に行ってほしいと思います。 

  最後でございます。 

  申し訳ございません、２ページの10番、防犯ブザー750個についてちょっとお伺いしたい
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と思います。 

  地区によってお迎え、また送りというような、私たちの地区では老人会やいろいろな有志

でやっているんですけれども、その中で何人かに聞いた話だと、４月から６月、１学期分は

かなり防犯ブザーをつけている、特に新入学生とか低学年は多いんだけれども、だんだん夏

休みを過ぎてすると、防犯ブザーを持っていない子もかなり多いということを聞いておりま

す。 

  これは要望ですけれども、ぜひ各小学校にそういうのを、今から季節も、だんだん日が短

くなっていろいろな事件とかそういうことも起きやすいんで、徹底して各学校の先生方に防

犯ブザーを必ずつけるようにということをお伝え願いたいと思います。これは要望です。 

  終わります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかに質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） ２ページの、さっき安倍委員が言った小中学生のスポーツの激励金で

すけれども、この件数をちょっと教えてくれますか。 

○委員長（長谷部 集君） 小田切係長。 

○教育総務係長（小田切英規君） 激励金の交付件数ですが、令和４年度の実績で、申請は

50件、交付人数につきましては133人となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それから、今、藤原委員が竜王西小学校の用地の件でお伺いしたんで

すけれども、残っている借地料を払う面積、用地購入をした面積、この面積はどのぐらいあ

るのか、それが分かったら教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 現在、借地として借りている面積につきましては、5,017平方メ

ートルとなっております。 

  また、昨年度用地を購入した面積につきましては、2,370平方メートルとなっております。 
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  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 2,370平方メートルということは、坪当たりどのぐらいの単価になる

んですか、ここは。坪。平米でもいいです。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 平米２万円になります。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） あと一点、すみません。 

  ７ページの03の竜王中学校のところですけれども、テニスコート用地借地料とここにあ

りますけれども、たしかこの竜王中学校のところは道路の拡幅で用地買収もしていると思う

んですけれども、そこの所有者と同じ所有者ですか、この借地料を払っている所有者は。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 竜王中学校のこちらのテニスコートにつきましては、県道から入

って一番奥にあるクレイの土のテニスコートになっておりまして、手前にあります、県道側

にありますテニスコートにつきましては学校の敷地、用地となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） ということは、あそこの進入路と違う、もっと奥のテニスコートとい

うことですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） はい。そのとおりでありまして、プールの奥、西側にあります土

のテニスコートになります。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ３ページの学校ネットワーク管理費というところで、教育情報セキュ

リティクラウド負担金というのがあるんですけれども、今、教育情報のセキュリティーは、

以前ですとテストの成績とかそういうのが学校ごとにごく限られたパソコンでしか見られな

いとかいろいろやっていたんですけれども、今、先生方に１人１台行っているんで、その辺

のセキュリティーはどういうふうにされているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 
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○施設係長（保坂勇二君） そちらのセキュリティーにつきましては、それ専門のセキュリテ

ィーソフトを活用しながらセキュリティー強化を図っているところであります。よろしくお

願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 例えばアクセス権限のある方とか、そういうのは限られた人になって

いるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 今言われたとおり、アクセス権限につきましては、限られた方で

のアクセスとなっております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） まず初めに、２ページの10番、事務局費について。 

  ここに、右の欄のほうに、通学路ののぼり旗102枚というか、102本なのか、102本設置と

いうことですかね。これ、102本で９万6,492円かかっているんですけれども、これはどん

な箇所にどんな人が立てているんでしょうか。学校の先生なのか、どういう人が立てていた

だいているのか、お伺いします。 

○委員長（長谷部 集君） 小田切係長。 

○教育総務係長（小田切英規君） 通学路ののぼり旗につきましては、市内100か所に設置し

てございます。設置の要綱というか、設置につきましては、自治会や学校からの要望により

まして、通学路となっている道路におきまして特に危険と判断された箇所に、自動車等の運

転手に対し通学路であることを認識してもらい、安全運転をお願いするために、教育総務課

のほうの職員で設置しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 危険な箇所に今100か所設置してあるということで、通学路とかにの

ぼり旗は非常にインパクトがあると思います。危険だよというインパクトがあると思います

ので、何で今ここに９万6,492円計上したかということですけれども、ちょっとこの16校の

学校の周辺にしても、１校当たり五、六本ということになるんですよね、割ると。そうする

と非常に、五、六本じゃ目立たないんじゃないかなと。 

  私、あと200本にしても20万円ということで、ぜひとも設置をする人にも、安協の人にも
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お願いしたりして、そういうことでもうあと10万円ぐらい出して、要望ですけれども、子

供たちの安全・安心をお願いしたいと思います。委員長。 

○委員長（長谷部 集君） 続けてください。 

○委員（ 口孝之君） ５ページの13番、双葉西小学校のところですけれども、今、各小学

校で長寿命化の改修工事設計委託料がいっぱいここに載っています。ちょっと私も、大きな

金額のところだけ、関心があるところだけ質問したいと思います。 

  双葉西小学校の事業内容、校舎長寿命化改修工事設計業務委託が5,720万という大きな金

額ですが、これは今年度に行っている長寿命化改修工事の設計料なんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） こちらに記載してあります5,720万円の設計業務に基づく長寿命

化改修工事につきましては、１工区、２工区というように２年間に分けて行う予定でありま

す。 

  今年度、１工区として長寿命化工事を行っております。また、来年度に２工区として続き

の工事を行う予定となっております。よろしくお願いします。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 昨年度設計をした費用がここに載っていて、それに基づいた工事

を今年度に行っている、それで、来年度２工区目をやるという、そういうご説明ですね。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 大きな設計委託料の5,720万円ですから、もし差し支えなければ、ど

こでこの設計を行ったのか、差し支えなければ教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 設計業務につきましては、野口一級建築設計事務所が行っており

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。 

  最後ですけれども、７ページですね。７ページをお願いしたいと思います。 

  04番、私の一番近くの学校、玉幡中学校の玉幡中学校屋内運動場・武道場長寿命化改修

工事設計業務委託料ということになっておりますけれども、玉幡中学校工事の事業内容、屋

内運動場・武道場長寿命化改修工事設計業務委託料2,116万3,000円の支出があるが、これ

はまだ、この工事というのはいつ頃行うんですかね。 
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○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） こちらの長寿命化改修工事、学校施設の長寿命化改修工事につき

ましては、国の補助金を活用して計画的に行っているところであります。 

  こちらの玉幡中学校の屋内運動場・武道場長寿命化改修工事設計業務委託に基づく工事の

実施につきましては、令和７年度を予定しております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 先ほどと同じように、支障なければ業務委託した設計事務所の名前を

お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 設計業務につきましては、株式会社オンタイムデザインオフィス

が行っております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかに質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、５ページの14番、小学校設備のところで、敷島北小が

バリアフリーということなんですけれども、ほかの学校というのは、このバリアフリーとか

というのはどういう形になっているか、ちょっと教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 各学校につきましても、障がいを持っている方、また車椅子で利

用される方がいますので、そういったある程度のスロープですとかそういったもの、段差を

なくすとか、そういったものの仕様になっております。施設につきましてはですね。よろし

くお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません。どこのところが、全部なっているのかどうかちょっと教

えてほしかったんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 宮本課長。 

○教育総務課長（宮本 裕君） 申し訳ありません。敷島北小学校のバリアフリー改修工事に
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つきましては、令和５年度に障がいを持った１年生が入学するということで、令和４年度中

に改修工事を実施したところでございます。スロープの設置とかそのような形で改修工事を

実施しておりまして、そのほかの学校につきましては、現時点で大きな改修工事は必要ない

という内容の中で、この４年度の決算については、５年度に新１年生で入学する児童がいた

ために実施した工事内容となります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） では、今のところほかではいないということでよろしいんでしょうか

ね。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） 現在、学校施設の長寿命化改修工事を行っているところでありま

す。そういった工事の中で、そういったバリアフリーに対応する仕様の工事となっておりま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 

  小学校の場合、グラウンドに芝生が敷いてある学校があろうかと思いますけれども、今年

のように非常に暑いときの管理は大変だと思うんですが、今回の決算の中で、その芝生管理

の項目といいますか、維持管理に入るのか、具体的にどの辺で支出がされているか、そして、

何校それがあるかということを含めてお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） こちらの芝生の管理につきましては、小学校３校、竜王南小学校、

竜王西小学校、双葉東小学校の３校となります。 

  こちらの資料につきましては、６ページの小学校施設維持費、ナンバー15の小学校施設

維持費の下から２行目に校庭芝生管理業務委託関係というものがあります。こちらのほうで

支出をしております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） ８ページの09の中学校整備費の中で、調査研究委託、特殊建築物と
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いうのがあるんですけれども、これ、具体的に内容、地域を教えていただきたいです。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂係長。 

○施設係長（保坂勇二君） こちらの調査研究委託というものにつきましては、各学校、小学

校、中学校全ての学校につきましての建築の、要は躯体の調査であるとか設備の調査、そう

いったものの委託となっております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかに質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで教育総務課についてを終了し、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時１６分 

 

再開 午前１０時２８分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、学校教育課所管の事業について説明を求めます。 

  樋川学校教育課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） お疲れさまです。 

  それでは、教育部学校教育課の決算につきましてご説明させていただきます。 

  学校教育課が所管する業務は、小・中学校16校、給食センター２か所、自校方式の調理

場９校の事業費となります。よろしくお願いいたします。 

  決算参考資料は９ページ、決算書のほうは120ページからになります。 

  まず、２目事務局費からご説明させていただきます。 

  ナンバー３市単独学校教育支援員等配置事業、支出済額１億4,706万4,743円、財源内訳

は国県支出金1,709万3,000円のほか、残りは一般財源で、国県支出金につきましては国の

補助金の学力向上支援スタッフ配置事業費補助金、運動部活動顧問任用事業費補助金となり

ます。 

  事業内容ですが、市内小・中学校16校に配置しております学校教育支援員等計87人の市
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非常勤職員の経費であります。 

  次に、ナンバー11学校庶務費になります。支出済額１億4,868万862円、財源内訳は国県

支出金98万7,000円、その他37万3,071円、残りは一般財源で、市内小・中学校16校の学校

運営に関する共通の事業費となります。財源内訳の国県支出金につきましては、教育支援体

制整備事業費補助金、その他財源につきましては、関東・全国大会派遣事業分配金、学校関

係保険料還付金、ＰＴＡ親子安全会還付金となります。 

  事業内容ですが、保健関係経費は小学校への新入学予定児童の健診関係の費用と、教職員

の健康管理に伴う経費等です。次に、給食関係経費ですが、児童・生徒、教職員の給食費の

口座振替手数料になります。次に、学校関係保険料ですが、外部講師等の保険の掛金となり

ます。次に、学校関係負担金ですが、ことばの教室共同設置費負担金、小・中学校体育連盟

負担金、教育協議会負担金等となります。次に、学校関係補助金ですが、校外活動等補助金、

ＰＴＡ親子安全会掛金、芸術鑑賞教室経費、体育大会等への出場に対する補助等になります。

次に、創甲斐教育推進事業ですが、国語力向上推進事業や楽しい学校生活を送るための学級

づくり推進事業、不登校対策支援事業など10事業を実施し、それに係る講師への謝礼や消

耗品等の経費となります。次に、その他庶務関係ですが、医療的ケア委託料、研究会等への

参加旅費等の経費となります。 

  繰越額にある新型コロナウイルス感染症対策学習教材費支援事業補助金につきましては、

新型コロナに伴う保護者の経済的な負担の軽減を図るため、児童・生徒の学習教材の購入に

要する費用を補助する事業の経費となります。 

  次に、ナンバー12外国籍児童支援事業、支出済額4,000円。事業内容は、外国籍の児童・

生徒が転入した際に、児童・生徒や保護者に対し、入学、転入の手続や学校の説明をするた

めに通訳を派遣するものです。 

  続きまして、決算資料10ページのほうをお願いいたします。 

  決算書は122、123ページになります。 

  ３目外国人講師招致事業費、ナンバー２外国人講師会計年度任用職員等費、支出済額

2,073万8,970円。財源内訳は全て一般財源で、事業内容は中学校に配置している市嘱託の

英語指導助手（ＡＬＴ）５人分の報酬と共済費になります。 

  次に、ナンバー10外国人講師招致事業、支出済額2,376万円。財源内訳は全て一般財源で、

小学校に配置しているＡＬＴ６人分の委託料となります。 

  続きまして、４目学校ネットワーク管理費、ナンバー２学習系ネットワーク管理費、支出
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済額5,406万4,439円。財源内訳は、国県支出金223万3,000円のほか、残りは一般財源で、

財源内訳の国県支出金の内訳につきましては、公立学校情報機器整備費補助金であります。

事業内容にあります校内情報通信ネットワーク環境整備事業につきましては、インターネッ

ト通信使用料、無線ＬＡＮ保守委託料になります。校内情報機器整備事業は、小・中学校端

末保守委託料及び修繕費、フィルタリングソフトの年間ライセンス料等になります。また、

授業目的公衆送信補償金は、授業でインターネットのサーバーを経由して資料を送信する際、

著作権者へ許可を取ることや著作権料の支払いをする代わりに文化庁が認可する管理団体へ

年間の補償金を支払うものであります。繰越明許された小中学校指導者用パソコン購入事業

は、教師用のタブレット端末の購入経費であります。また、校内情報通信ネットワーク環境

整備事業につきましては、学級増に伴い、教室内で教師用タブレットを大型テレビで使用す

る際に必要となるアクセスポイント及び端末保管庫の購入費用であります。 

  次に、決算資料11ページのほうをお願いいたします。 

  ２目教育振興費、ナンバー１から11、各小学校費、支出済額6,620万8,905円、財源内訳

は全て一般財源であります。事業内容の各小学校教育振興費は、市内小学校11校の教科指

導、特別活動等の消耗品、教科用備品や児童用図書の購入費、校外学習等のバス借上料等の

経費となります。 

  ナンバー12小学校就学援助奨励費、支出済額1,673万8,133円。財源内訳は、国県支出金

103万2,000円、残りは一般財源で、国県支出金につきましては国庫補助金の要保護等児童

援助費補助金となります。事業内容は、生活が困窮している世帯に対して学用品、校外活動

費、給食費等を援助する経費で、要保護児童、準要保護児童、令和５年度入学予定児童の入

学準備金事前支給、それと、特別支援教育奨励費として特別支援学級在籍児童への援助費で

あります。 

  次に、決算資料12ページのほうをお願いいたします。 

  ３目学校保健費、ナンバー１小学校保健衛生費、支出済額6,930万5,673円。財源内訳は、

国県支出金174万4,000円のほか、残りは一般財源で、財源内訳の国県支出金の内訳につき

ましては学校保健特別対策事業費補助金であります。事業内容ですが、小学校11校の学校

医の年間報酬、児童・教職員健康診断委託、災害共済給付掛金、コロナ対策を含めた衛生用

品等の経費です。繰越明許された学校等における感染症対策等支援事業、空気清浄機設置事

業は、感染症対策消耗品、備品、空気清浄機の設置などに要する経費であります。 

  次に、４目峡中地区ことばの教室設置費、支出済額160万6,893円。財源内訳は全てその
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他財源で、内訳につきましては、ことばの教室共同設置費負担金であります。ことばの教室

は、甲斐市、南アルプス市、中央市、昭和町が共同で竜王南小学校に設置をし、言葉に障が

いがある幼児、児童に指導を行っております。事業内容は、ことばの教室設置費として、需

用費、役務費、委託料、備品購入費等となっております。 

  続きまして、決算資料13ページをお願いいたします。 

  ２目教育振興費、各中学校費、支出済額7,488万1,518円。財源内訳は、全て一般財源で

あります。事業内容は小学校と同様の内容となりますが、コンピューター管理費は１年間の

管理費となります。 

  ナンバー６中学校就学援助奨励費、支出済額1,776万8,847円。財源内訳は、国県支出金

79万8,000円のほか、残りは一般財源で、国県支出金につきましては国庫補助金の要保護等

児童援助費補助金となります。事業内容ですが、小学校と同様の内容となります。 

  次に、３目学校保健費、ナンバー１中学校保健衛生費、支出済額3,242万5,867円。財源

内訳は、国県支出金82万7,000円のほか、残りは一般財源で、財源内訳の国県支出金の内訳

につきましては学校保健特別対策事業費補助金であります。事業内容は、小学校と同様の内

容となります。繰越明許された学校等における感染症対策等支援事業、空気清浄機設置事業

は、感染症対策消耗品、備品、空気清浄機の設置などに要する経費であります。 

  続きまして、決算参考資料は14ページを、決算書のほうは130ページをお願いいたします。 

  １目給食センター費についてです。 

  敷島地区及び双葉地区はセンター方式による給食の提供を行っており、敷島給食センター

は敷島地区小・中学校４校分、双葉給食センターは双葉地区小・中学校３校分を担当してお

ります。 

  ナンバー１給食センター関係職員費、支出済額976万3,221円。財源内訳は全て一般財源

で、事業内容は両センターの正規職員１人分の人件費になります。 

  次に、ナンバー２給食センター関係会計年度任用職員等費、支出済額7,933万5,955円。

財源内訳は全て一般財源で、事業内容は給食センター２か所に配置しております会計年度任

用職員34人分の報酬等になります。 

  次に、ナンバー３給食センター運営費、支出済額２億8,975万5,456円。財源内訳は、国

県支出金9,276万957円、市債750万円、その他8,491万2,000円、一般財源１億458万2,499円

で、国県支出金につきましては国庫で新型コロナウイルス地方創生臨時交付金から、市債に

つきましては地方債からの充当、その他財源の内訳につきましては諸収入の小・中学校給食
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費現年度分からの充当となります。事業内容は、給食センター２か所の賄い材料費と委託料、

備品購入費、消耗品費、燃料費、修繕費等の管理費となります。 

  続きまして、決算資料15ページになります。 

  ２目学校給食費、ナンバー１学校給食費、支出済額２億7,114万4,055円。財源内訳は、

国県支出金9,686万3,043円、その他9,071万8,444円、一般財源8,356万2,568円です。国県

支出金につきましては国庫で新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金から、その

他財源につきましては諸収入の小・中学校給食費現年分からの充当と廃油引渡料となります。

事業内容は竜王地区の小・中学校９校の学校給食の運営経費で、賄い材料費と３校の調理業

務委託料、備品購入費、消耗品費等の経費となります。 

  次に、１目幼稚園費、ナンバー３幼稚園等助成事業、支出済額２万5,245円。財源内訳は

全て一般財源で、事業内容は、市内に１つあります私立幼稚園に対する運営費補助金と災害

共済掛金補助金になります。 

  次に、ナンバー６子ども・子育て支援事業、支出済額3,326万6,464円。財源内訳は、国

県支出金1,939万7,100円のほか、残りは一般財源で、国県支出金の財源内訳につきまして

は、国庫で子育てのための支援等利用給付交付金、県から私立幼稚園等施設等利用費県負担

金、地域子ども・子育て支援事業交付金です。 

  事業内容は、甲斐市在住で私立幼稚園及び国立大学附属幼稚園に通うお子さんを持つ家庭

を対象としたものです。施設等利用給付事業につきましては、入園料と保育料を私立保育園

は月額２万5,700円、国立大学附属幼稚園は月額8,700円を上限に給付するものです。副食

費補足給付事業につきましては、幼稚園の給食費のうち副食費部分を、月額4,500円を上限

に給付するものです。 

  以上が教育部学校教育課の決算の説明となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 11ページの一番下、小学校就学援助奨励費で、特別支援学級84人の

障がいの内訳を教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 大木学事係長。 
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○学事係長（大木貴子君） お答えします。 

  小学校の特別支援就学奨励費の内訳になりますが、知的が25、自閉症・情緒障がいが52、

病弱が５、難聴が２の合計84になります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 同じく、13ページの真ん中の中学校の特別支援学級の内訳を。 

○委員長（長谷部 集君） 大木係長。 

○学事係長（大木貴子君） お答えします。 

  中学校におきましては、知的が11、自閉症・情緒障がいが15、病弱はありません。難聴

は１、以上の27になります。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 今、自閉症などと言いましたけれども、発達障がいはどこに属するん

でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 発達障がいに関しては、自閉症・情緒学級のほうに在籍する

ことになります。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） この特別支援学級の職員の配置というのは、何か基準はどうなってい

るんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） ありがとうございます。 

  教職員の配置につきましては、国及び県の配置基準に基づきましてそれぞれ配置をされて

います。現在、県の配置では７人に対して１人の教職員が配置をされております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） お疲れさんです。 

  ここでいいのかどうか。今、小・中学校において、不登校のことでちょっとお伺いしたい

と思います。 
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  今、雑駁といいますか、どのぐらいあれですかね。直近でもいいし、昨年のあれでもいい

ですけれども、ちょっとお知らせ願いたい。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） お答えします。 

  昨年度末の時点で、全体で191人となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 191人、多いですね。それはほとんどあれですかね、やっぱり中学校

のほうが多いということですかね。その点をちょっとお知らせ願いたい。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） 内訳になりますけれども、小学校80人、それから中学校が111人と、

若干中学校のほうが多くなっている状況になります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 毎年このことがこの場でも、今、常任委員会でも出るときもあるんで

すけれども、この対応については変わらずずっとやっていると思うんですけれども、特に力

を入れているということについて、昨年、また今年度は抜きにして、昨年、前年度について

どんなふうな取組をしてきたかということをもしよろしければお尋ねしたい。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。 

  委員おっしゃるとおり、これまで不登校については力を入れて、学校全員、職員で当たっ

てきております。近年、今年度、また昨年度特に力を入れているという部分では、子供たち

に授業配信を行う。子供たちに１人１台端末が入っておりますので、その端末を有効活用し、

授業配信をする学校が見えてきています。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 何でもいいからそういうことをして、徐々に徐々に、本人が将来のた

めにも一日でも多く登校するように、そういう努力というのは欠かさずやってほしいと思い

ます。お願いします。よろしいです。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 
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  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） ９ページの03の市単独学校教育支援員等配置事業、これは何かいろ

いろ、スクールサポートカウンセラーとかあるんですけれども、これ、主な役割というか業

務とかって細かくちょっと教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） よろしくお願いいたします。 

  まず、学校教育支援員ですけれども、子供たちの指導の補助ということで、各教室に入り、

なかなか理解の届かないお子さんへの補助を行っています。 

  続きまして、スクールサポートカウンセラーになりますけれども、こちらは４人、中学校

に２人１組ずつ配置をさせていただいております。導入当初は中学校の非行等に対応するた

め、そのお二方が各生徒の、教室を抜け出してしまったり、あるいは学校を飛び出してしま

うというようなお子さんへの指導を行っております。 

  続きまして、部活動指導員２名ですけれども、教員の多忙化対策も含めまして、部活動の

引率も含めた指導に当たるということで、現在２名配置があります。 

  また、学力向上支援スタッフ34人ですけれども、こちらも一番初めに話をさせていただ

きました学校教育支援員と同様の活動をしておりますが、スタッフのほうはプリントの印刷

や、またテスト、ノート等の採点についても補助をしているという状況になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 

○委員（安倍健治君） もう一つ、ほかのところなんですけれども、12ページの峡中地区こ

とばの教室の、これは幾つか近くの、近隣の市とかと共同の運営みたいなんですけれども、

これ、全体で何人ぐらいのうち、甲斐市からは何人ぐらい参加したんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 有野教育指導係長。 

○教育指導係長（有野恵里君） お答えします。 

  令和４年度末の人数になりますが85名、うち甲斐市の人数は38名となります。よろしく

お願いします。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 先ほど藤原委員から質問がありましたけれども、不登校のことで、や
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はり自閉症が非常に大きな要因であるということですけれども、甲斐市では幼児教育のとき

から早期にそういう発達障がいの子供たちを見つけるというスタッフがあって、していただ

いております。大変に大事なことだと思いますが、その子たちが小学校に上がって、６年間

の中でどのような指導を受けることによって、それが中学になったときには改善されている

という、本来はそういう形で子供たちの育成を図っていっていただけるものだと思いますけ

れども、なかなかそれが今は改善されなくて、先ほどのように、やっぱり小学校から中学に

行ったときのほうが不登校も増えていく。 

  それをずっと引きずったまま、今、高校では通信教育が非常に多くなってきている。そう

いう中で、子供たちが世の中に出なくて、自分たちだけでいる世界をつくってしまっている

ということは、これは決していいことではない。子供たちがどういうときでも教育を受けら

れればいいのだということではなくて、社会性とかそういうことを育む学校教育の中で、も

う少し充実をさせていけば、もっと早いうちに高校進学ができたりするということがあると

思うんですけれども、その辺のことを甲斐市の小・中学校の中でどんなふうに教育委員会で

はお考えでしょうかね。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） ご質問ありがとうございます。 

  委員おっしゃるとおり、非常に発達障がい、情緒障がいを持つお子様たち、親御さんとも

苦労なさっております。先ほどちょっとお話をさせていただきました、甲斐市も含めまして

いわゆる情緒学級、特別支援学級において少人数での指導を行っております。少人数といい

ますと７人が上限になるわけですけれども、そこに県費の教職員が１人つく、さらに、先ほ

どちょっとご質問がありました本市の独自の教育支援員さんがそこにつくということで、大

分手厚い指導を一人一人きめ細かに行っておるところです。 

  情緒の子たちは、滝川委員おっしゃるように、当然、高校入試も普通の、特別ではなくて

教育課程を受けた子たちと同じ入試を受けて高校のほうに進学します。私も昨年度、敷島中

学校で勤務をしておりましたが、その際もやはり、特別支援学級の子だから高校へ行けない

のではなく、やはりそういう手厚い、一人一人きめ細かな指導を受けた子たちが同じように

入試を受けて、自分の希望する高校へ進んでいる子も非常に多くいます。 

  これからもそのような体制を取りながら、一人一人に本当にきめ細かく本市においても指

導していきたいなというふうに考えております。ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  学校教育現場の先生方が非常にご苦労なさっていることは十分承知しております。甲斐市

でもしっかりその辺に力を入れていかなければ、子供たちの長い人生の中でほんの一時期で

あるようにしていってあげたいという気持ちも非常におありだと思いますので、ぜひこれか

らも努力をしていただきたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 引き続いて、不登校についてお聞きしますけれども、先ほどの数字で

いうと191人ということなんですけれども、この不登校という基準はどういう状態を指して、

この191人が数字として出てきているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） お答えします。 

  不登校の定義というものがございまして、何らかの心理的あるいは情緒的、身体的、ある

いは社会的要因、背景により児童・生徒が登校しない、あるいは登校したくてもできない状

況で、年間30日以上を欠席した者のうち病気や経済的な理由によるものを除いたものとい

うことが定義となっております。 

  以上です。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、たびたび。不登校の件についてお伺いいたします。 

  先ほど指導監のほうで、１人１台タブレットというんですか、パソコンがということで、

かつてコロナがあったときに分散登校等でオンライン授業もされたというふうに伺っており

ます。 

  その中で、不登校生徒が今、生徒の要望によっては、オークルームでしたか、受け入れて

やったりですとかあるんですけれども、近年いろんな生徒の学び方というのも多様化してき

て、例えば、オンライン等も普及されているということで、自宅で授業を受けたいという生
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徒も当然あろうかと思うんですが、その中で学校として、これは地方によって全然違ってく

るんですが、出欠の在り方というのは自治体によってちょっと違うなんていうことがあって、

その辺についてちょっとお考えをお伺いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） ご質問ありがとうございます。 

  まさに学びの多様化ということが国でも、それから全国的に本当に言われているところで

あります。 

  委員おっしゃるとおり、自宅へタブレットを持ち帰る児童・生徒、それから、学校内の教

室以外の空き教室とかで、タブレットを使いながら授業を配信してもらって受ける児童・生

徒、それからオークルーム等様々な場所で、今はタブレットを使いながら同じ授業を配信し

て、双方向ですので当然そこで発言することも本人が望めばできますし、意思表示をするこ

とも十分できるような状況になっております。 

  学校にはそれぞれ評価ができる範囲で、出欠についてもぜひ出席にしてほしいということ

で、国のほうもそういう基準になっておりますので、そういう授業を受けた場合は出席とし

て取り扱わせていただいております。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） ありがとうございます。 

  次に、ちょっと11ページの12番の中で、入学準備費事前支給児童、これは小学校、中学

校も同じ内容だということなんですけれども、これ、例えば要保護は生活保護、準要保護と

いうのはいわゆる非課税世帯だというふうに思うんですけれども、これ、対象者が先ほど

23人と。これ、もともと申請に基づいてやっていると思うんだけれども、ちょっとその辺

についてお伺いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 大木係長。 

○学事係長（大木貴子君） お答えします。 

  こちらの入学準備費につきましては、申請に基づいて支給を行うような形となっておりま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） じゃ、先ほど対象者が23人だったということですけれども、非課税

は事前に対象者が入学する前ですから把握できていると思うんですよね。その中で、その対
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象者に対して申請が何件あったかというのは分かりますか。 

〔「休憩」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時０２分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開します。 

  大木係長。 

○学事係長（大木貴子君） 申し訳ございませんでした。 

  こちらのほうの対象者が就学前の児童・生徒になりますので、年長さんが就学時健診の際

にお知らせという形で、就学時健診で全員に配布する形を取っておりまして、あとは小学６

年生を対象としているので、こちらのほうは全員に通知のほうを対象者として配布させてい

ただいた後に申請をいただくという形になりまして、申請に対して所得等を判定させていた

だいて、対象になる方には支給をさせていただいております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 所得とか非課税の関係とかがあるので、ここの所管ではそこの対

象者をはっきりとは把握できていないので、対象というのは、これが対象ということじゃな

くて、本当に入学をする子たち全員に案内をしていると、そういう答弁であります。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） そうですね。さっき委員長が申し上げたように、対象者が例えば100

人いらっしゃったら100人が受けられればいいなと思って。小学校に上がる前ですか、保育

園の年長さんに上がる際には、初めてのことなんでなかなかそういう制度が分からなかった

と。中学に上がる際にはこういう制度があるというのは周知されているかと思うんですけれ

ども、ぜひ対象者の方が漏れなくこういったものを受けられるように、今後しっかりやって

いっていただければなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ２点ほどお願いします。 
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  １点目が、９ページ、先ほど教職員の皆さんの負担軽減ということで、部活動の指導員と

いうのが２名入ってきています。最近、部活の部員が少なくて、甲斐市で１つと、以前は各

校にあった部が集約されてきたというような状況もあります。 

  指導員を民間に委託、お願いする場合の数はこれから増えてくると思うんですが、その辺

の見通しといいますか、ございますでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） ご質問ありがとうございます。 

  部活動に関しましては、地域移行ということで既に全国的にも動き出しているところで、

本市も今、部活動地域移行に関するモデル事業のほうを10月の終わり、11月ぐらいから始

める予定ではおります。 

  その部活動地域移行の協議会をもう既に３回ほど開催して、今委員がおっしゃったような

単独では出場できないような種目、競技等について、部活動の指導員を入れながらやってい

るところであります。 

  また、ここにいます部活動指導員２名につきましても、既に中学校２校に配置をしており

まして、休日の指導、それから大会の引率等、顧問がいなくてもできるような体制の部活動

指導員となっております。 

  今後、やはりこの事業に関しても、来年度以降少しずつ広げていく予定であります。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 具体的にはどのような種目といいますか、競技の指導をいただいてい

るか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 玉幡中学校のなぎなた部、それから敷島中学校の柔道部のほ

うを令和４年度は２名、それに、本年度は双葉中の柔道部をさらに指導していただいており

ます、部活動指導員に。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 先ほど11ページの就学援助奨励費というところで、人数と先ほどの

基準といいますか、対象者等はお伺いしたわけなんですが、この各４項目の奨励金というの

はどのぐらいずつお渡ししているかどうか、その辺を伺います。 
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○委員長（長谷部 集君） 大木係長。 

○学事係長（大木貴子君） 要保護児童に支給している金額につきましては11万3,450円、準

要保護児童につきましては小学校で1,339万3,378円…… 

〔「１人」と呼ぶ者あり〕 

○学事係長（大木貴子君） ごめんなさい。 

  要保護児童につきましては、修学旅行費になりますので２万2,690円となります。小学校

です。中学校は６万910円になります。 

  準要保護児童につきましては、学用品費は小学校が１万1,630円、校外学習費（日帰り）

が1,600円になりますが、それぞれ各学校でかかった分で限度額が1,600円となります。あ

と、校外学習費（宿泊）に伴うものは、こちらも限度額になりますが、小学校が3,690円。

給食費は実費となります。 

  中学校の準要保護児童につきましては、学用品費が２万2,730円。校外学習費は、こちら

も限度額になりますが、日帰りが2,310円、宿泊が6,210円。学校給食費等は実費となりま

す。 

  入学準備費につきましては、小学校の入学準備費が５万4,060円、中学校が６万円となり

ます。 

  特別支援学級につきましては、個々の金額となりますので、一律幾らというのがありませ

んので、こちらのほうは大体２万円前後かと思われます。 

  以上です。 

〔「ありがとうございました。以上です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） ９ページの03番、先ほどのちょっと市単独学校支援員等の配置事業

というところでもちょっとお伺いさせてください。 

  右の欄のほうに学校教育支援員が47人、学力向上支援のスタッフが34人ということに今

なっているんですけれども、今、全国的に先生の超多忙化が大きな問題になっているという

ことで、子供の多様化とか若手先生の力不足指導、お父さん、お母さんの対応が大変だとい

うことを聞いております。 

  そんなことで、今この47名と34名の支援員のスタッフがいるんですけれども、甲斐市と

して、今この人員で足りているんだよとか、いやいや、まだ要望があって、増やしてくださ

いという要望があるのか、その辺の状況をちょっと教えていただきたいんですけれども。 
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○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） ご質問ありがとうございます。 

  本当に学校現場は非常に多忙化、それから業務改善を求められていて、様々、本市でも支

援を行っております。 

  おっしゃるように学校教育支援員、それから学力向上スタッフ、そして先ほどお話をさせ

ていただいたＳＳＣ（スクールサポートカウンセラー）、それから部活動指導員等々、本市

においても様々な人材を学校のほうに送っております。 

  現在、やはり学校のほうも、県の教職員は定数が決まっているんですが、それもまだ配置

されていないところがあったりと、また、病気やそれから産休、育休に入られる職員もいる

ということで、非常に学校も苦労をしております。 

  そういう意味では、これからもこのような配置を続けていきたいと教育委員会のほうでも

考えております。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 確認させてください。学校教育支援員は教員の免許を持っている人、

そして、学力向上支援員は持っていなくてもできるということでいいですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） おっしゃるとおりで、教育支援員のほうは教員の免許、資格

を持っております。学力向上スタッフについては、免許については持たなくてもできるとい

う形になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） もう一点、分かれば、この勤務時間とか状態はどんなようになってい

ますか。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） お答えします。 

  学校教育支援員には半日の勤務者、４時間の勤務者と、７時間30分の勤務者がいます。

また、学力向上支援スタッフ34人は、全員４時間勤務となっております。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） 給食センターについて教えてください。 

  14ページの03、給食センター運営費についてなんですけれども、支出済額が令和３年度

よりも約4,000万円ほど上がっているんですが、これは原材料費やエネルギー価格の高騰に

よるものでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 委員おっしゃるとおりで、コロナ禍における令和４年度のエ

ネルギー等の物価高騰により、食材費の値上がりに対応するため賄い材料費が増額となって

おります。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） あと、２つの給食センターそれぞれに令和４年度は工事請負費という

ものが支出されているんですけれども、こちらは、令和３年度は敷島給食センターも800万

円の工事がありまして、これは毎年毎年これくらいの工事費がかかってくるものでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 年度により多少の違いは出てくると思うんですけれども、や

はり修繕、それから工事等が必要になってくる部分がやはり老朽化もあるのであります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、不登校児の件についてちょっと伺いたいんですけれども、

長期不登校児の高校進学について伺いたいんですが、高校進学ですね。県立の普通科を受け

る場合、内申書の点数がないとテストを受験できないというふうなことがあったと思うんで

すけれども、今、甲斐市でもそういう状況なんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） いわゆる内申書と呼ばれるものは、県の書式で調査書と呼ば

れるものですが、それについては全ての生徒が提出することになっております。これは公立

高校です。私立高校も、調査書に準ずるものがやはり提出になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、調査書を不登校していると判定不能というか、提出できないと

いうことになりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 提出できないというよりも、提出をしなければならない書類
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の一つになります。願書と調査書、そして、公立の学校の場合は、例えば欠席が多かったら

それに理由書をつけるような、各学校でこのような状況ですというような理由書をつけるよ

うな形になっております。 

  それも含めて、入試で高校側が合否を判定するような、そんなシステムになっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ということは、受験できないというわけではないわけですね。受験は

できるということでよろしいですか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） もちろん、例えば不登校であれ何であれ、本人が希望すると

ころを受験することは当然だと思います。進路選択も本人、それから親御さん、そして学校

側は担任と、もしくは学年主任も一緒になって、本人に一番合った、本人が希望する進路が

かなうように、進路を実現するように丁寧に対応しております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 12ページ、峡中地区のことばの教室についてなんですけれども、こ

れ、竜王南で学校を開催されているということですが、これは毎日開催でよろしいでしょう

か。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） 基本的には毎日ですけれども、通ってくるお子さんが日によって変

わるというような状況になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これは、ことばの教室に行かれる方の基準というところというのは明

確なものがあるんでしょうか。その辺を教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 有野係長。 

○教育指導係長（有野恵里君） お答えいたします。 

  主に言語障がい、聴覚障がい、情緒障がいに伴う言葉の問題を持つ児童・生徒が通ってく

る教室となっております。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 



－289－ 

○委員（保坂 康君） その判定は誰がするんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１９分 

 

再開 午前１１時２０分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） すみません。お時間いただきましてありがとうございました。 

  判定につきましては、ことばの教室の教員が各校を回りまして、各学校からも具申のほう

はあるんですけれども回らせていただきまして、１年生、２年生、特に低学年を対象に見せ

ていただいて判定をさせていただいているところです。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ありがとうございます。 

  うちでもやっぱりそういうところへ行っている、ほかの地区ですけれどもいますんで、ち

ょっとお聞きしました。 

  あと、これについて言うと、各学校から来るわけですけれども、竜王まで来るというのは

家族が連れてくるとか、市で回っているとか、そういうのはどういう関係でしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） 保護者の送り迎えというのが基本的になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これ、学校が終わってからですよね、始まるのが。それで、基本的に

は時間はどのぐらいの時間をやるのか、教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） 放課後の時間帯も含まれているんですけれども、５校時帯、６校時

帯、ちょうど１時半から２時とかというような時間も含めて授業のほうを行っております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 10ページのＡＬＴのところでちょっと１つ教えてほしいんですけれ
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ども、02の会計年度任用職員５人というのと、あと下の外国人講師招致事業の６人、これ

はあれですか、同じ人なんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） お答えします。 

  まず、上の外国人講師会計年度任用職員等の５人ですけれども、各中学校に１人ずつ配置

をさせていただいております。 

  また、下の６人ですけれども、こちらは小学校のほうに１人が２校を受け持つような形で

配置をさせていただいています。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） というと、合計で11人いるということでよろしいんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 有野係長。 

○教育指導係長（有野恵里君） そのとおりであります。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） はい、分かりました。 

  以前、ＡＬＴの人数を増やしていくという要望を出したんですけれども、各教員が授業数

を増やすというふうな対応でということで答弁いただいたんですけれども、その授業を増や

したというやり方の中で、授業の成果というんですか、そういったものというのを何かはか

れるものってあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 具体的な数値として検査をしているわけではないのではかる

ことはちょっとしていないんですが、私は昨年度、敷島中学校で勤務をしておりました。 

  やはり小学校から、１・２年生から英語に触れる、外国語に触れる、３・４年生、５・６

年生については授業があるということで、やはり中学校に入ってきて、何もなかった当時は

アルファベットから書いているわけですけれども、それから比べると大分外国語に対する違

和感というか、そういうものがなくなってきているようには感じております。 

  英語科の教員もそのように感じて、非常に中学校へ入って英語の授業がスムーズにスター

トできているというのが印象であります。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） というと、結局、数字的なものははかれないですけれども、そういう
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傾向が出ているということでよろしいですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 委員おっしゃるとおりで、申し訳ありませんがそのようなあ

れはあります。 

  全国学力・学習状況調査も本年度は英語があったんですけれども、やはりちょっと難しい

ような設問があったりとか、非常にまだ比較対象するものがあまりないので、その辺をまた

調査結果が細かく出ましたらお知らせできるかと思います。 

  以上になります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで学校教育課については終了し、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  時間はまだ30分ちょっとあるんですけれども、当局側の予定があって、生涯学習をちょ

っと午後に回さなきゃいけないということらしいので、ここで昼休憩にさせていただきます。 

  ちょっと早いので、午後の再開を１時、13時としたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

休憩 午前１１時２５分 

 

再開 午後 零時５６分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、生涯学習文化課、図書館の順に、それぞれ所管の事業について説明を求めます。 

  髙須生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） それでは、よろしくお願いいたします。 

  生涯学習文化課の令和４年度決算について説明をさせていただきます。 

  決算書は132ページから137ページになります。説明は決算参考資料でさせていただきま

す。 

  決算参考資料ナンバー10をお願いいたします。 
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  初めに、訂正をお願いいたします。 

  20ページのナンバー２双葉ふれあい文化館管理運営費の予算現額の括弧して現年とあり

ます。この現年ですけれども、9,029万2,000円を１億2,573万1,000円に訂正をお願いいた

します。申し訳ございませんでした。 

  それでは、16ページに戻っていただきまして、16ページから説明させていただきます。 

  10款教育費、６項社会教育費、１目社会教育総務費、ナンバー１社会教育関係職員費、

支出済額6,624万3,016円は、生涯学習文化課の職員５人分の人件費であります。 

  続いて、ナンバー２社会教育関係会計年度任用職員等費、支出済額204万3,167円は、竜

王中部公園セミナーハウスの会計年度任用職員１人分の人件費であります。 

  ナンバー10社会教育総務費、支出済額863万1,301円は、社会教育委員15人、青少年育成

推進員108人の報酬、社会教育に係る事業関連経費、諸協議会等負担金は県及び峡中カウン

セラー会等への負担金であります。市補助金につきましては、甲斐市文化協会及び青少年育

成甲斐市民会議に対する補助金であります。昨年度も新型コロナウイルス感染症拡大のため

活動の一部を縮小・中止したことにより、補助金が減額となっております。 

  ナンバー11生涯学習推進事業、支出済額344万132円は、成人式から名称を変更した二十

歳の集い開催に係る会場借上げ、記念品代等の経費であります。青少年教育事業に係る講演

会などの講師謝礼、山県大弐書道展経費、他人の子もほめて叱る運動経費は、啓発のための

のぼり旗作成等の経費であります。生涯学習推進事業関連経費は、生涯学習推進に関係する

消耗品費、郵送料等であります。 

  17ページをお願いいたします。 

  ナンバー12竜王中部公園セミナーハウス管理運営費、支出済額1,164万5,900円、財源内

訳のその他195万8,029円は、セミナーハウス施設使用料、複写手数料であります。現年に

つきましては、支出済額693万9,110円。事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼、セミナ

ーハウス管理運営経費は光熱水費、消耗品費、施設修繕費、清掃や警備など維持管理委託料

等であります。繰越明許は、支出済額470万6,790円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整

備工事、空気清浄機購入費であります。 

  18ページをお願いいたします。 

  ６項社会教育費、２目公民館費、ナンバー１公民館関係職員費、支出済額1,774万9,890

円は、職員３人分の人件費であります。 

  ナンバー２公民館関係会計年度任用職員等費、支出済額1,314万5,430円、財源内訳、国
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県支出金349万7,000円につきましては、障がい者支援課所管の県の地域自殺対策強化事業

費補助金を充当しております。こちらは会計年度任用職員７人分の人件費であります。 

  続いて、ナンバー10公民館庶務費、支出済額は214万240円。事業内容は、公民館運営審

議会委員15人及び地域ふれあい館館長の報酬、公民館庶務関連経費として消耗品や公民館

等利用許可申請書の印刷代等であります。公民館まつり実行委員会等補助金につきましては、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの公民館等でまつり実行委員会で中止を決定

いたしましたが、竜王北部公民館は開催、また、敷島公民館につきましては舞台発表の一部

を無観客で実施し、その様子を映像化いたしました。 

  続いて、ナンバー11竜王北部公民館管理運営費、支出済額1,697万7,553円。財源内訳の

国県支出金13万円につきましては、障がい者支援課所管の県の地域自殺対策強化事業費補

助金の一部を充当しております。また、その他178万3,472円は、公民館使用料、複写手数

料となります。現年につきましては、支出済額1,094万2,029円で、事業内容はふれあい講

座開催講師謝礼、家庭教育支援カウンセリング等謝礼、網戸設置工事、公民館管理運営経費

は光熱水費、消耗品、修繕費及び清掃、警備など維持管理業務の委託費などでございます。 

  なお、以下、各公民館の公民館管理運営経費につきましての内容は同様でございます。 

  繰越明許につきましては、支出済額603万5,524円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整

備工事、空気清浄機購入費であります。 

  ナンバー13竜王南部公民館管理運営費は、支出済額2,297万4,529円です。財源内訳の市

債230万は合併特例債、その他115万6,559円は公民館使用料、複写手数料であります。現年

につきましては、支出済額1,199万8,388円で、事業内容はふれあい講座開催講師謝礼、自

家用電気工作物変電器交換工事、公民館管理運営経費であります。繰越明許につきましては、

支出済額1,097万6,141円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整備工事、空気清浄機購入費

であります。 

  19ページをお願いいたします。 

  ナンバー14敷島公民館管理運営費は、支出済額448万9,334円です。財源内訳、国県支出

金12万円につきましては、ナンバー11竜王北部公民館管理運営費と同様に、障がい者支援

課所管の県の地域自殺対策強化事業費補助金の一部を充当しております。また、その他78

万1,370円は、公民館使用料、複写手数料であります。現年につきましては、支出済額350

万7,474円で、事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼、家庭教育支援カウンセリング等謝

礼、公民館管理運営経費、会議室エアコン更新工事であります。繰越明許につきましては、
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支出済額98万1,860円で、空気清浄機購入費であります。 

  なお、敷島公民館につきましては、他の公民館より決算額が低くなっておりますが、敷島

総合文化会館との複合施設であることから、光熱水費や維持管理等の経費は３目文化会館費

から支出をしております。 

  続いて、ナンバー15地域ふれあい館管理運営費は、支出済額1,781万5,068円です。財源

内訳のその他３万3,956円は、３地域ふれあい館の使用料であります。現年につきましては、

支出済額717万2,953円で、事業内容は、ふれあい講座開催講師謝礼として睦沢、清川、吉

沢の地域ふれあい館で行った講座の講師謝礼、３地域ふれあい館管理運営経費は３館の消耗

品、燃料費、光熱水費、修繕料、消防設備保守点検等管理委託料であります。また、清川地

域ふれあい館大広間エアコン設置工事となっております。繰越明許につきましては、支出済

額1,064万2,115円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整備工事、空気清浄機購入費であり

ます。 

  ナンバー16双葉公民館管理運営費は、支出済額2,297万2,112円で、財源内訳、国県支出

金13万円につきましては、ナンバー14敷島公民館管理運営費と同様に、障がい者支援課所

管の県の地域自殺対策強化事業費補助金の一部を充当しております。その他66万5,171円は、

公民館使用料と複写手数料であります。現年につきましては、支出済額1,202万9,257円で、

事業内容はふれあい講座開催講師謝礼、家庭教育支援カウンセリング等謝礼、公民館管理運

営経費、会議室窓改修工事であります。繰越明許につきましては、支出済額1,094万2,855

円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイレ整備工事、空気清浄機購入費であります。 

  20ページをお願いいたします。 

  ６項社会教育費、３目文化会館費、ナンバー01敷島総合文化会館管理運営費は、支出済

額3,713万7,545円です。財源内訳の市債は緊急防災・減災事業債210万円、その他236万964

円は施設使用料であります。現年につきましては、支出済額2,967万6,465円で、事業内容

の施設管理運営経費は光熱水費、燃料費などの需用費、施設の警備、清掃、維持管理などの

委託料、耐震化のためのエントランス等天井改修工事設計業務委託、ＩＰ電話機増設であり

ます。繰越明許につきましては、支出済額746万1,080円で、感染予防自動開閉蓋洋式トイ

レ整備工事、空気清浄機購入費であります。 

  続いて、ナンバー02双葉ふれあい文化館管理運営費は、支出済額8,336万7,331円です。

財源内訳のその他の1,229万7,088円は、指定管理者からの双葉ふれあい文化館電気使用料

であります。現年につきましては、支出済額6,293万596円で、事業内容は指定管理料、施
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設管理運営経費として電気料等、また、屋根改修工事実施設計業務委託、駐車場区画線設置

工事等であります。繰越明許につきましては、支出済額2,043万6,735円で、感染予防自動

開閉蓋洋式トイレ整備工事、空気清浄機購入費であります。 

  なお、予算現額と支出済額に大きな差がありますが、これにつきましては、４年度に発注

した外壁改修工事につきまして想定外の騒音が生じたことから、その対策のため工程を見直

したことから工期を延長し、工事請負費及び工事監理委託合わせて5,801万7,000円を今年

度に繰越明許したためであります。 

  21ページをお願いいたします。 

  ６項社会教育費、４目文化財保護費、ナンバー01歴史民俗資料館等文化財施設管理運営

費、支出済額17万2,973円は、双葉歴史民俗資料館及び文化財整理室の光熱水費、消耗品等

の施設管理運営費、及び消防設備保守点検委託料であります。 

  ナンバー02文化財保護事業、支出済額735万3,682円です。財源内訳の国県支出金183万

7,000円は、国の文化芸術振興費補助金53万9,000円と山梨県文化財保護条例による事務委

託金129万8,000円の合計であります。事業内容は、文化財保護審議会委員の報酬、歴史講

座講師・史跡管理者報償は、講師謝礼と史跡管理者への報償であります。甲斐市文化財保存

活用地域計画経費につきましては、令和３年度に計画を作成し、４年12月に国の認定を受

け、これを基に印刷製本した経費であります。史跡維持管理等経費は、史跡の除草等の委託

料、町史、村史等を後世に伝えるための電子化業務委託であります。工事請負費として清川

地区の指定文化財・八王子神祈願図絵馬の説明板設置工事、指定文化財保存活用補助事業に

つきましては、甲斐市文化財保護条例及び甲斐市文化財保存等事業費補助金交付要綱に基づ

いた４件の指定文化財の保存、維持管理に係る補助金であります。 

  ナンバー03文化財調査事業は、支出済額1,042万24円です。財源内訳、国県支出金152万

1,000円は、国の埋蔵文化財調査事業補助金であります。その他の616万4,000円につきまし

ては、県の農道拡幅工事に伴う文化財調査受託事業によるものであります。事業内容は、埋

蔵文化財調査事業として試掘調査作業員延べ345人、農道拡幅工事に伴う宇津谷地内の峠ノ

腰窯跡の発掘調査作業員655人の賃金、消耗品、燃料費、車両、重機の借上料等に係る費用

であります。史料調査事業は、市所有の古文書等の資料の調査に係る作業員延べ54人の賃

金、消耗品等でございます。 

  最後になりますが、別冊の令和４年度決算参考資料、指定管理者導入施設の実績について

をお願いいたします。 
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  こちらは13ページをお願いいたします。 

  双葉ふれあい文化館の実績について説明をさせていただきます。 

  指定管理者は公益財団法人やまなし文化学習協会です。 

  公募による選定で、契約期間は令和３年４月１日から令和８年３月31日までの５年間で

あります。 

  ８の利用状況でありますが、令和４年度は開館日306日、利用件数は856件、利用者数は

４万2,173人、前年度比で188件、１万8,546人と大幅に増加し、コロナ禍の影響が少ない令

和元年度の利用状況を超えております。 

  ９の自主企画事業の開催状況は、芸術文化鑑賞事業11事業、市民参加型事業16事業、そ

の他事業として３事業の合計30事業を実施し、前年比で10事業の増であります。 

  10の指定管理料につきましては4,100万6,000円で、このうち電気料等が高騰し、特に10

月以降の電気料につきまして著しい物価変動と認められたため、追加分として298万6,000

円を増額いたしております。 

  14ページをお願いいたします。 

  令和４年度収支決算状況であります。 

  収入として、指定管理料、利用料金、事業収入で合計5,736万243円であります。主な支

出につきましては、人件費、光熱水費、維持管理に係る委託料等であります。これで合計が

5,823万5,498円で、一番下になりますが、差引き87万5,255円の赤字となりました。これに

つきましては、物価高騰により電気料や委託料などの支出が増加し、特に電気料につきまし

ては予算額の1.4倍を超える支出となったため、これも大きな原因と考えられます。 

  生涯学習文化課の令和４年度決算の説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、図書館からお願いします。 

  保坂図書館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お疲れさまです。 

  続きまして、図書館が所管いたします令和４年度の決算内容につきましてご説明させてい

ただきます。 

  決算書は136ページ、137ページ下段、決算参考資料はナンバー10の27ページから28ペー

ジになります。 

  決算参考資料27ページをお願いいたします。 
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  10款教育費、６項社会教育費、５目図書館費、ナンバー01図書館関係職員費、支出済額

は5,891万7,616円であり、財源は全て一般財源であります。事業内容につきましては、図

書館３館の一般職、正職員８人分の人件費であります。 

  次に、ナンバー02図書館関係会計年度任用職員等費、支出済額は3,197万6,049円であり、

財源は全て一般財源であります。事業の内容につきましては、図書館３館の会計年度任用職

員13人分の人件費であります。 

  次に、ナンバー10図書館庶務費、支出済額は1,599万9,794円であり、財源は全て一般財

源であります。事業の内容につきましては、図書館協議会委員６人分の報酬、図書館短期の

パート・アルバイト職員の賃金、図書館カレンダー印刷及び消耗品等であります。 

  次に、ナンバー11図書館施設管理事業、支出済額2,931万4,818円であり、財源内訳はそ

の他財源14万563円、一般財源2,917万4,255円であります。その他財源14万563円は、図書

館施設の使用料１万5,300円と図書館資料複写手数料３万3,930円、図書館資料弁償代２万

4,847円、その他雑入、資料、リサイクル古本市の収入５万7,740円、県外図書館資料借用

送料個人負担分8,746円等を充当しております。事業の内容につきましては、図書館施設に

係る光熱水費、施設の清掃、エレベーター保守点検業務、機械警備、３館におけるテレビ・

ブルーレイディスクプレーヤーの購入などのほか、施設維持管理のための委託経費、修繕費

等であります。また、コロナ対策として３館全てに空気清浄機の購入、竜王図書館のトイレ

整備改修工事を繰越事業として行ったところであります。 

  続きまして、ナンバー12図書館資料購入事業でありますが、支出済額3,032万9,001円で

あり、財源内訳は、その他財源1,177万1,000円、一般財源1,855万8,001円であります。そ

の他財源の1,177万1,000円は、山梨県市町村振興協会からの交付金であり、宝くじの売上

げに伴う市町村交付金を充当しております。事業の内容につきましては、一般用及び児童用

の図書、視聴覚資料の購入費、また新刊図書や視聴覚資料に管理用の処理を施すためのデー

タ作成委託、雑誌、新聞の購入費等であります。 

  続きまして、ナンバー13図書館事業でありますが、支出済額331万4,905円であり、財源

内訳は、その他財源8,800円、一般財源330万6,105円であります。その他財源8,800円は、

山県大弐の書籍５冊分の販売収入を充当しております。事業の内容につきましては、３館の

各種のイベント、事業に係る講師謝礼、その他事業に係る消耗品、印刷費、また映画上映会

のソフトの借上料などであります。 

  決算参考資料28ページをお願いいたします。 
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  次に、ナンバー14図書館業務電算事業でありますが、支出済額615万4,356円であり、財

源内訳は全て一般財源であります。事業の内容につきましては、図書館システムの利用に係

るクラウドサービス利用料、３館の館内に配備されている無線ＬＡＮ関係の委託料及び使用

料、電算業務に係る消耗品及び修繕料であります。 

  次に、ナンバー16図書館運営費（竜王）、支出済額109万1,396円、ナンバー20図書館運

営費（敷島）、支出済額61万3,095円、ナンバー30図書館運営費（双葉）、支出済額35万

266円につきましては、それぞれ３館の図書館事務に係る事務消耗品及びコピー機借上料等

であります。財源内訳のその他財源につきましては、各館で発行した図書館利用カードの再

交付の手数料を充当しております。 

  以上が図書館の所管いたします令和４年度の決算内容の説明であります。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 16ページのナンバー10ですが、青少年育成推進員ですが、この業務

内容と108人の配置を教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） こちらは主に自治会ごとになります。一部自治会につい

ては、複数の自治会で設置をしていただいているところ、あるいは上３地区にあるところで

すと子供がいないところで、そちらは設置をしておりませんけれども、そちらで各自治会ご

とに設置をしていただいておるところです。 

  この業務については、地域における子どもクラブや育成会の事業等を中心になって企画運

営していただくという内容でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ちょくちょく出てくる空気清浄機ですか、これ、１機どのくらいなん

でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 塚田生涯学習係長。 
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○生涯学習係長（塚田英仁君） 空気清浄機、大につきましては１台17万6,000円、小につき

ましては８万2,500円という形になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） すみません、最後の27ページですが、図書館の会計年度任用職員、

ナンバー10のパートの報酬ですが、パートは何人ぐらいいるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） 全部で29名となっております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） 16ページの10の青少年育成甲斐市民会議ですか、これ、580万ぐらい

のあれがあるんですけれども、この活動と支出の内容というのをちょっと教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） こちらは、まず青少年育成甲斐市民会議と、その下に旧

町単位で竜王地区民会議、敷島地区民会議、双葉地区民会議とあります。また、市全体で子

どもクラブ指導者連絡協議会という団体を傘下に持っております。 

  こちら、まず甲斐市民会議の本体のほうですけれども、こちらが内訳として70万6,397円

ということで、こちらのほうは全戸配布の甲斐市の青少年という冊子をしております。また、

昨年ですけれども、３年ぶりに青少年健全育成大会というものを11月23日に開催しており

ます。その際の費用となっております。 

  また、各地区ですけれども、竜王地区民会議につきましては213万8,930円、敷島地区民

会議につきましては143万9,516円、双葉地区民会議につきましては145万255円、子どもク

ラブ指導者連絡協議会については５万9,200円、こちらを合わせて579万4,330円です。 

  また、地区の活動につきましては、家庭の日、青少年を育む日のポスター等の事務局とし

て審査等を行っています。また、夏休み中は役員さんによる愛のパトロールを各地区で実施

しております。 

  また、子供たちの研修会や体験等として、グラウンドゴルフやバルーンアート、野外活動、

あるいはクリスマス会や球技大会等をそれぞれ各地区で実施しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 
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○委員（安倍健治君） あと、ちょっと図書館関係で１つ聞きたいことがあるんですけれども、

貸し出されて返ってこなかったりする本とかって年間でどのくらいあるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  今年につきまして、121点ほどとなっております。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 

○委員（安倍健治君） ちなみに、図書館の中で一番高額の本というのは幾らぐらいの本にな

りますか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  38万円ほどとなっております。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 先ほどの未返納の書籍なんですけれども、これはどんなふうに対応し

ているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡総務係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） お答えいたします。 

  先ほどの121点は、蔵書点検において不明として出てきた資料になります。こちらに関し

ては、貸出し時のこちらのほうのミスもあったり、あと、お客様のほうでも貸し出したつも

りになって持って行ったりしている資料も含まれております。なので、蔵書点検後に戻って

くる資料も多数あります。 

  そういった中で、私たちの事務手続に関して、改めて窓口業務をきちんとするということ

で、職員、パート職員を含めて管理をしていくのと、あと、職員が見回る中で、お客様から

のそういった不正行為がないように見回りを強化していくということも実施しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 貸し出すときにはカードがありますよね。そのカードもないという形

なんですか。どなたに貸したかも分からないという状態ということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡総務係長。 
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○総務係長（市岡香菜子君） お答えいたします。 

  所在自体が不明ということなので、そのものがどこへ行ってしまったのかが分からないと

いう状況が121点ございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） なるべくそういうことがないようにきちっとしていただかなければ、

市の財産ですのでね。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 21ページの03、文化財調査事業でお伺いをいたします。 

  埋蔵文化財事業において、どのような成果があったというか、場所と、そんなところをお

伺いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） 昨年度は本発掘調査としまして、ちょうど農の駅から南

へ300メーターか400メーター、広域農道よりもやや南になりますけれども、そちらで農道

の拡幅工事がありまして、そこで遺跡が見つかりました。江戸時代後期の窯跡ということで、

焼いていたものは各家庭で使っている水がめとか茶わんのような、日常生活で使っていたも

のが見つかっています。 

  多分、これはずっと長い期間焼き物があったというよりも、数年間、あるいは十数年間ぐ

らいの僅かな時期で焼いていたというような感じの窯跡が発見をされております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 江戸時代後期となるとそんなにはあれだと思うんですけれども、その

ほかにはなかったですか。 

○委員長（長谷部 集君） 丸茂文化財係長。 

○文化財係長（丸茂貴幸君） あとは試掘調査によるものの成果になるんですけれども、試掘

調査で調査をしました費用以外に、本掘のほうは今回見つかってはおりませんので、特に成

果というのは、特に大きなものはないです。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 
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○委員（藤原正夫君） はい、分かりました。 

  それで、今もう５年度になってあれなんですけれども、今、丸茂係長の言われるように、

そっちのほうにも今年度は重視してやっている、作業はしているということですね。お願い

します。 

○委員長（長谷部 集君） 丸茂係長。 

○文化財係長（丸茂貴幸君） 先ほどの峠ノ腰窯跡のほうは、現地調査のほうは終わりまして、

今回は残った、出てきたものの調査という形を継続してやっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） そのものも今はやっぱり現在同じところに、保管してあるのは双葉の

あそこに置いてあるということですか、保管場所。まだ市民の皆さんには公表しないという

ことであれですか。そこのところはどうですか。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） 現在、整理調査をしておりまして、ばらばらになったも

のをくっつけるとか、あるいは測量などを行っておりまして、現在は主に敷島のほうで整理

作業を行っておりますので、主にそちらのほうにあります。 

  また、その接合作業等が終わってきますと、今度は公開をしたりとか、しかる場所におい

て保管するというような流れになってきます。 

  以上です。 

〔「はい、分かりました。以上です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 今のことにちょっと関連して。 

  先日の決算委員会の中で、今シルバー人材のほうで非常に人材が足りなくて、いろんなお

客様をお待たせしている状態の原因が、この埋蔵文化財の試掘調査か何かのほうへ人が関わ

っているということで、この場所のことでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） そちらは県のリニア新幹線の関係で、大規模にあちこち、

何か所かやっていますので、そちらにかなり人が行っているというような話は聞いておりま

す。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を受けます。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 16ページの11番、生涯学習推進事業の中で、ここには二十歳の集い

の開催ということでうたってあるんですけれども、成人式ということで私たちは言っていた

んですけれども、これ、開催したときは何人ぐらいの参加者があったのか。 

○委員長（長谷部 集君） 塚田係長。 

○生涯学習係長（塚田英仁君） 587人の参加者がありました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） その587人は、対象者は幾らぐらいで587人だったんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 塚田係長。 

○生涯学習係長（塚田英仁君） 対象者826人のうち、587人です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 300人ぐらいはちょっと参加できなかったということですね。もちろ

ん、参加人数は１年ごとに少子化のために減っていくと思うんですよね。子供が生まれてく

るのが少なくなっているんですから。恐らく、じゃ18年前は何人かというと、今ちょっと

聞いたところ、甲斐市では生まれてくる子供が今現在大体650人から700人ぐらい生まれて

いるということですね。 

  そんなことで、ちょっと委員長、いいですか。 

○委員長（長谷部 集君） はい、続けてください。 

○委員（ 口孝之君） 令和５年度のときに、私もちょっと勉強不足で申し訳ないんですけれ

ども参加できなかったと。令和６年の、１月10日頃に成人式をやっているんですけれども、

それにここの対象外の、令和６年度にできなかったけれどもできるということは、そういう

許可、あれはできるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） こちらは翌年ということはありませんですけれども、そ

の年に参加できなかった方につきましては、記念品につきましては、窓口へ来ていただけれ

ばそれをお渡しするようなことで毎年毎年お願いをしております。 
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○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） じゃ、参加はできないけれども記念品は渡すということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） そのとおりでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 今どこの市町村も、これを18歳で行うとか二十で行う、開催すると

かって今非常に迷っている自治体が多いんですよね。それで、今、私たちのところはもう二

十ということで、今、18歳になるとほとんど大人のしていると。そうすると、いっときも

早く大人の自覚をしていただくということになれば、選挙の投票率もアップするかもしれな

いし。 

  二十だと、やっぱり社会人になるとなかなか、離れちゃうと企業の関係で出席もできなく

なると。18歳だと学生だということで、仲間も話合いができるということで、18歳がいい

のか二十がいいのか、非常にメリット・デメリットがあると思いますけれども、そういう長

い将来を見て、開催を18歳にするか、形を考えていただきたいなと。それは私も考える、

要望ですけれども、お願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 17ページのナンバー12の中部公園セミナーハウスの中で、先ほどセ

ミナーハウスの修繕を何か行ったというような答弁があったと思うんですけれども、何を修

繕したのか。 

○委員長（長谷部 集君） 塚田係長。 

○生涯学習係長（塚田英仁君） セミナーハウスの修繕につきましては、陶芸の窯がありまし

て、その窯の修繕等を行っております。 

  以上です。 

○委員（金丸幸司君） ありがとうございます。 

  続いていいですか、委員長。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 次に、先ほどもちょっと何人か、図書館の件ですけれども、先ほどは

貸し出した本が紛失というか、戻ってこなかったり破けたり汚れたりとかいった、そういっ
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た費用ってどのぐらいかかったかちょっと教えて下さい。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） 確認させてください。 

  先ほどの不明の資料の金額ということでよろしいでしょうか。それとも、破損等の資料の

総額でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） それを合わせて全部、紛失したものとか、また汚れたものとか破けて

しまったとか様々な、もろもろ含めてです。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） すみません、ありがとうございます。 

  お答えいたします。 

  蔵書点検で不明の資料につきましては、今年度、不明の１年目のものに関しては総額25

万7,126円となります。こちらは蔵書点検において資料が出てこなかった不明の資料となり

ます。 

  廃棄ですね。汚れたなどで資料のもう利用が見込めないということで廃棄したものに関し

ては廃棄資料になるんですけれども、そちらが総額362点になります。金額としては84万

4,265円になります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  先ほど、窓口で貸し出す際にも点検したりとか、あと戻ってきたものも点検をするという

ことなんですけれども、将来的には私は電子図書というのが必要になるのかなというふうに

思っているんですけれども、電子図書の場合だと、タブレットとか持っていればそれで登録

して貸出しができて、期限が切れるとタブレットから自動的に削除されるというふうになっ

ているんで、結構今地方でも、長引くコロナの影響で電子図書というものが進んできている

んですけれども、その辺について、図書館長、ちょっと見解を聞かせていただけたらと思い

ます。お考えについて。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  昨年度、ＬＩＮＥアンケートにおきまして皆さんにアンケートを行いまして、その結果が
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出ております。その内容等を踏まえて、また今後、今年度中ぐらいに方向性を見いだしたい

かなと考えております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、28ページの開放無線ＬＡＮ保守点検なんですけれども、

この図書館の無線ＬＡＮの使用方法についてなんですが、やはり図書カードを持っていって、

毎日パスワードを入れ替えるとか、そういうのが必要になっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  そのとおりです。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、この契約なんですけれども、近いうちに切れるとかそういう

ことはないんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） ちょうど今年度、今契約の手続をしているところであります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 要望ですけれども、今のやり方ですと非常に使いづらいというのがあ

ると思うんで、契約更改のときにシステム入替えとか、そういうような予定はないんでしょ

うか。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） お答えいたします。 

  システム自体を大きく入れ替える予定はございません。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） どういう、ちょっと分かりづらかったんですけれども、このシステム

自体の入替えはないということなんですか。再度更新し直してやるということ。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） すみません、回線などまだ使えるところはそのまま使って、契

約の会社は変わる可能性があります。今そこのちょうど手続をしている最中なので、ちょっ
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とはっきりと申し上げられなかったんですが。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 今どこの図書館に行っても大体、窓口に行かなくてもＷｉ－Ｆｉのパ

スワードなり何なりを入れるとつながるところが多いものですから、その辺のところは甲斐

市の図書館もぜひ改善をお願いしたいということで、要望ですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お伺いします。 

  27ページの12、新書の購入というのを予算いっぱい今年度も使われているという状況な

んですが、この金額で欲しい資料といいますか図書を、館長あるいは会員の皆さんからして

もっとこういう資料も欲しかったんだけれどもという、そういった増額的な要望というか、

必要図書は十分手に入っていたかどうか、その１点をお願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  限られた資源の中、有効に使わせていただいているんですけれども、やはり図書館の司書

が厳選して、それなりに皆さんに楽しんでいただけるような資料を購入しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 同じく図書館で、27ページ、ナンバー13の図書館事業について、当

初予算ではブックスタートと本の寺子屋事業が計上されているんですけれども、こちらは令

和４年度はどうなっていたでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 市岡係長。 

○総務係長（市岡香菜子君） お答えいたします。 

  本の寺子屋事業については、昨年度、年間４回開催をいたしました。予定していたもの全

てを実施することができました。会場内はまだちょっと人数の制限などはございましたが、

令和４年度については全てを開催することができました。 

  ブックスタート事業に関しましては、昨年度、４か月の子供を対象としたブックスタート

事業だけでなく、セカンドブックも始まりました。２歳児健診のときにそこで子供たちに絵
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本を渡すセカンドブックのほうもスタートしております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ブックスタート事業も本の寺子屋事業も予定どおり開催されたという

ことで、ありがとうございます。 

  今年度、クラウドファンディングで、ブックスタート事業での開始をしていますけれども、

今後はクラウドファンディングが財源になっていくということでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  その予定であります。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  では、ちょっと変えさせていただきまして、16ページのナンバー10社会教育総務費の中

にあります心のホットライン事業の実績、相談件数と相談者、相談してきた方の内訳が分か

ればお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） 昨年度ですけれども、延べになります。延べで144件相

談がありました。こちらについては、ほとんどが親御さんから、保護者の方からの相談にな

っています。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、単純に聞きますけれども、図書館関係で、甲斐市での図

書館関係の書籍とかというのは全部でどのぐらいあるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  62万3,809点でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員（若尾彰子君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで生涯学習文化課、図書館についてを終了といたします。 

  暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時５０分 

 

再開 午後 １時５３分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  説明、答弁は簡潔に願います。 

  次に、スポーツ振興課所管事業について説明を求めます。 

  小松スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） お疲れさまでございます。 

  それでは、スポーツ振興課が所管いたします令和４年度決算内容でございます。 

  決算書では138ページから141ページですが、別冊決算参考資料により説明させていただ

きます。 

  決算参考資料ナンバー10の22ページをお開きください。 

  10款教育費、７項保健体育費、１目保健体育総務費、初めにナンバー01保健体育関係職

員費です。支出済額は6,584万6,708円、財源は全て一般財源です。スポーツ振興課正職員

９人分の人件費でございます。 

  続きまして、ナンバー10体育総務費です。支出済額は41万8,302円、財源は全て一般財源

です。事業内容につきましては、スケート教室、スローエアロビック体験教室などの講師謝

礼、一般事務費等につきましては各種教室開催に伴う通信運搬費、スケート教室の会場使用

料などでございます。法令外負担金につきましては、山梨県スポーツ協会及び峡中地区スポ

ーツ推進委員協議会、２団体の負担金です。 

  ナンバー11スポーツ推進委員費です。支出済額は209万7,377円、財源は全て一般財源で

す。行政委員でもあるスポーツ推進委員25人分の報酬や、推進委員さんの研修会参加に係

る経費などです。 

  ナンバー12地域スポーツ普及委員費です。支出済額は90万円、財源は全て一般財源です。
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地域スポーツ普及員75人に対する報酬です。地域スポーツ普及員は、各自治会の体協理事

を兼ねる、こちらも行政委員です。 

  ナンバー15スポーツ協会補助事業です。支出済額は620万円、財源は全て一般財源です。

甲斐市スポーツ協会に対する活動費の補助金です。 

  ナンバー19スポーツ振興補助事業です。支出済額は264万444円、財源は全て一般財源で

す。各自治会で実施する体育事業に対する補助金を55自治会に、また、市スポーツ協会加

盟団体のうち県外で開催されるスポーツ大会へ出場する際の補助金を11団体にそれぞれ交

付いたしました。県外大会補助につきましては、同じ団体へ複数回交付するケースもあった

ため、件数といたしましては17件としております。 

  ナンバー20スポーツイベント補助事業です。支出済額は464万5,560円、財源は全て一般

財源です。10月に開催いたしましたＫＡＩ ＳＰＯＲＴＳ ＤＡＹ、そして２月に開催し

た梅の里クロスカントリー大会のそれぞれ実行委員会へ交付したものです。 

  23ページです。 

  10款教育費、７項保健体育費、２目体育施設費、ナンバー01体育施設総務費です。支出

済額は21万9,347円、財源は全て一般財源です。スポーツ施設の管理、消耗品などの事務費

です。 

  ナンバー02体育館維持管理事業です。前年度からの繰越し分を含めた支出済額は２億

2,215万8,777円で、財源内訳は市債が１億3,650万円、その他が5,758万1,818円、残りは一

般財源です。市債の内訳といたしましては、合併特例債が4,300万円で、ほかは公共施設等

適正管理推進事業債です。公共施設等適正管理推進事業債は、現年分が8,760万円、繰越明

許分が590万円です。その他の内訳は、社会体育施設及び学校体育施設の使用料、自動販売

機手数料、スポーツ振興くじ助成金です。スポーツ振興くじ助成金の額は5,169万6,000円

で、その他の額の約９割を占めております。 

  この体育館維持管理事業は、社会体育施設及び学校体育施設の維持管理に係る経費が主と

なります。修繕といたしまして、竜王スポーツセンター玄関タイル修繕他とありますが、支

払額が30万円未満の修繕として、延べ31件実施がございました。敷島体育館で３件、双葉

体育館で７件、玉幡体育館で９件、竜王スポーツセンターで９件となっております。委託料

につきましては、清掃業務や機械警備など維持管理に要する経常経費のほか、令和４年度は

敷島体育館のアスロック妻壁改修工事の設計業務や、ほか２件の工事実施に伴う監理業務に

なります。 
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  工事請負費につきましては、まず、敷島体育館ではアリーナ床改修工事、そしてＬＥＤ化

工事、アスロック妻壁等改修工事、この３件の精算払いと、次に玉幡体育館では屋根外壁等

改修工事の前払金でございます。先ほどのスポーツ振興くじ助成金5,169万6,000円は、ア

リーナ床改修工事とＬＥＤ化工事、この２つの工事費に対し充当しているものです。繰越明

許分がございますが、これは令和３年度から４年度へ繰越しした玉幡体育館の屋根外壁等改

修工事の設計委託料の精算払いの分でございます。 

  この事業でいう体育館とは、玉幡体育館、敷島体育館、双葉体育館、そして竜王スポーツ

センター、それと学校の体育館、これが15あります。及び武道場ですね。学校の武道場が

５つあります。このことでございます。全体の光熱水費につきましては、前年度と比べ約

18％のアップとなりまして、そのうち電気料につきましては、前年度と比べ約20％のアッ

プとなりました。 

  24ページ、ナンバー03屋外体育施設維持管理事業です。支出済額は1,602万9,599円、財

源内訳のその他は社会体育施設及び学校体育施設の使用料で、残りは一般財源です。この事

業は、学校体育施設及び社会体育施設のうち屋外にある15の施設の維持管理、及び夜間利

用者貸出し等に係る経費が主となります。修繕につきましては５件の実施がございますが、

主なものといたしましては、島上条公園多目的コートのフェンスの修繕がございます。リー

ス料につきましては、屋外施設の夜間照明ＬＥＤのリース料とＡＥＤのリース料がございま

すが、これは長期契約を交わしているものなので、年間の支払額は前年度と変動はありませ

ん。 

  なお、電気料につきましては、15の施設全体で前年度と比べ約10％のアップとなりまし

た。 

  ナンバー04武道館維持管理事業です。支出済額は420万586円、財源内訳のその他は社会

体育施設の使用料で、残りは一般財源です。この事業は、竜王武道館の維持管理に係る経費

が主となります。修繕は８件の実施でした。主なものといたしましては、雨漏りの応急対応

としての修繕や、カーテンレールの不調による取替えなどです。備品は感染対策として大型

扇風機６台を購入したものです。 

  電気料につきましては、前年度と比べ約90％のアップとなりました。これは、コロナ自

粛からの利用者数の回復と、電気料、特に高圧電力料高騰の影響が大きいと分析しておりま

す。 

  25ページ、ナンバー05双葉スポーツ公園維持管理事業です。支出済額は897万2,141円、
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財源内訳のその他は社会体育施設の使用料などで、残りは一般財源です。この事業は、双葉

スポーツ公園内のグラウンド、テニスコート、弓道場、この維持管理に係る経費が主となり

ます。修繕の主なものといたしましては、Ａ面の野球場のダグアウト、一塁側ベンチの内側

になりますが、雨漏りの修繕です。内側と外側に塗装を施し、防水を強化するという内容で

ございます。リース料につきましては、夜間照明ＬＥＤのリース料と、ＡＥＤのリース料な

どでございます。工事請負費の104万5,000円につきましては、テニスコート観客席屋根設

置工事の支出でございます。既存屋根を撤去し、新たな屋根を設置し直したものです。 

  電気料につきましては、前年度に比べ約74％のアップとなりました。 

  ナンバー06Ｂ＆Ｇ海洋センター運営費です。支出済額は2,356万2,390円、財源は全て一

般財源です。この事業は、敷島、双葉両Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営に係る経費が主とな

ります。修繕につきましては、双葉Ｂ＆Ｇ25メートルプールの防水シートの一部取替えを

実施いたしました。委託料の指定管理料2,082万円の内訳は、敷島が782万円、双葉が1,300

万円でございます。指定管理料はいずれも株式会社フィッツで、変わりございません。工事

は２件です。一つは敷島Ｂ＆Ｇのトイレ改修工事、これは男性１か所、女性２か所の便器を

洋式にしたものです。もう一つは双葉Ｂ＆Ｇの塩素注入設備の改修工事でございます。 

  26ページ、ナンバー09玉幡公園総合屋内プール運営費です。支出済額は8,645万6,276円。

財源内訳、市債の2,160万円は合併特例債で、残りは一般財源です。この事業は、Ｋａｉ・

遊・パークのプールの管理運営に係る経費が主となります。指定管理者は株式会社フィッツ

で、Ｂ＆Ｇと同様です。修繕につきましては１件、30万円未満の小規模なものにつきまし

て18件の実施がございました。指定管理料等5,488万4,000円とありますが、内訳といたし

まして、指定管理料が4,971万4,000円、残り517万円は機械設備の健全度調査業務委託の支

出でございます。工事請負費の2,291万3,000円につきましては、次の２件の合計でござい

ます。１件目はヒートポンプ改修工事です。部品交換やオーバーホールなどの内容でありま

して、支出額が1,903万円。もう１件はプールのろ過装置、ろ過材の取替えで、こちらは

388万3,000円でございます。備品につきましては、体成分分析マシンというものを新規購

入したものです。同様のマシンは平成18年３月の開業当初から導入されていたわけでござ

いますが、今回は買換えということになります。体脂肪など個々の体の状態を示してくれる

もので、利用者からも好評を博しております。 

  10款教育費、７項保健体育費、３目釜無川スポーツ公園管理費、ナンバー01釜無川スポ

ーツ公園維持管理事業です。支出済額は890万1,195円、財源内訳のその他は社会体育施設
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の使用料などで、残りは一般財源です。この事業は、釜無川スポーツ公園の維持管理に係る

経費が主となります。修繕は７件実施いたしました。主なものは公園内の漏水修繕や管理棟

屋根修繕などです。委託料の維持管理は、公園周辺施設の巡回点検、備品の管理、日常清掃

などの管理業務委託や除草作業委託、そしてヒマラヤスギ、イチョウなどの剪定作業委託で

す。リース料につきましては、夜間ＬＥＤのリース料とＡＥＤのリース料でございます。そ

れぞれ長期契約を交わしているものなので、年間の支払額は前年度と変動ありません。備品

につきましては、音響機器を一式買い換えたものです。電気料につきましては、前年度と比

べ約30％のアップとなりました。 

  スポーツ振興課が所管いたします令和４年度の決算内容の説明はひとまず以上となるわけ

ですが、引き続きまして、指定管理の説明に移ります。 

  指定管理者導入施設の実績について説明させていただきます。 

  別冊資料、令和４年度決算参考資料、指定管理者導入施設の実績についてをご覧ください。 

  スポーツ振興課の所管は15ページから22ページになります。 

  では、まず15ページをご覧ください。 

  初めに、敷島Ｂ＆Ｇ海洋センターです。 

  所在地は甲斐市島上条2527番地１。 

  指定管理者は株式会社フィッツ。 

  指定管理期間は令和４年４月１日から令和９年３月31日までの５年間であり、令和４年

度はその１年目になります。 

  利用状況につきましてですが、まず開館期間、これは６月から９月までの４か月間となり

ます。令和４年度の利用者数は4,792人で、前年度比マイナス493人。 

  使用料金収入は56万1,400円で、前年度比マイナス11万5,200円でした。 

  事業内容につきましては、市指定の基本事業であります爽快こども水泳教室や、自主事業

として実施しているカヌー体験教室等でございます。 

  次のページは、令和４年度収支決算状況になります。主な収入は指定管理料、利用料金、

教室受講料等で、収入済額合計は901万4,320円です。主な支出は人件費、光熱水費等で、

支出済額合計は909万8,273円、差引きで８万3,953円のマイナスとなりました。令和４年度

は電気料の高騰という状況にあったため、ここがマイナス要因と考えます。 

  17ページ、次は双葉Ｂ＆Ｇ海洋センターです。 

  所在地は甲斐市宇津谷1957番地。 
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  指定管理者名は、こちらも株式会社フィッツです。 

  指定管理期間は、敷島Ｂ＆Ｇと同様で、令和４年４月１日から令和９年３月31日までの

５年間であり、令和４年度はその１年目となります。 

  利用状況ですが、まず、開館期間、こちらは４月から11月までの今度は８か月間という

ことになります。敷島は４か月間ですが、こちらは温水であるために期間を長くできており

ます。 

  令和４年度の利用者数は9,495人で、前年度比プラス355人。 

  使用料金収入は135万6,780円で、前年度比プラス２万7,680円でした。 

  事業内容につきましては、敷島と同様ですが、市指定の基本事業であります爽快こども水

泳教室や、自主事業として実施しているカヌー体験教室や着衣泳体験教室等でございます。 

  次のページは、令和４年度収支決算状況になります。主な収入は指定管理料、利用料金収

入、教室受講料等で、収入済額合計は1,554万211円です。主な支出は人件費、光熱水費等

で、支出済額合計は1,787万6,921円、差引きで233万6,710円のマイナスとなりました。こ

ちらも電気料の高騰という状況にあったため、ここがマイナス要因と言えます。 

  19ページ、20ページですが、Ｂ＆Ｇ海洋センター敷島、双葉、２つの施設の総括表、ま

とめ表でございますので、説明は省略させていただきます。後ほどご高覧ください。 

  21ページ、最後は玉幡公園総合屋内プールです。 

  所在地は甲斐市西八幡1896番地２。 

  指定管理者は、こちらも株式会社フィッツです。 

  指定管理期間はＢ＆Ｇと同様で、令和４年４月１日から令和９年３月31日までの５年間

であり、令和４年度はその１年目になります。 

  施設の概要ですが、25メートルプール、歩行用プール、子供用プール、リラクゼーショ

ンプールのほか、エアロバイクやランニングマシンを設置したトレーニングルームを完備し

ております。 

  利用状況についてですが、まず開館期間、こちらは通年となります。仕様は温水になりま

す。 

  令和４年度の利用者数は６万8,419人で、前年度比プラス6,152人。 

  利用料金収入は2,132万2,340円で、前年度比プラス144万4,040円でした。 

  事業内容につきましては、市指定及び委託事業のほか、Ｂ＆Ｇ海洋センターと同様に、市

指定の基本事業であります爽快こども水泳教室や、自主事業として実施しているヨガ、クロ
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ール教室等がございます。 

  最後のページは、令和４年度収支決算状況です。主な収入は指定管理料、利用料、教室受

講料等で、収入済額合計は7,994万471円です。主な支出は人件費、光熱水費等で、支出済

額合計は9,263万4,850円、差引きで1,269万4,379円のマイナスとなりました。 

  マイナスとなった要因といたしましては、こちらも主に電気料高騰ということになります。

電力使用料につきましては前年度比98.5％と減少はしたのですが、料金自体の高騰で900万

円以上の増加となってしまいました。このような事態となりましたため、指定管理料に電気

料高騰分として659万4,000円の追加払いをした上で運営いただいたところです。 

  施設の利用者数という点では、特に自主事業の参加が増加しておりまして、収入の増加に

つなげております。しかし、電気料高騰は影響が大きく、企業努力だけではカバーし切れな

かった部分になります。 

  以上、３つの施設について説明差し上げましたが、今後も施設の機能を最大限に活用し、

安全・安心に利用できる魅力ある施設として利用者増加を目指していきたいと考えておりま

す。 

  説明は以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 今の玉幡公園の維持費のところですが、支出が1,200万で、もちろん

電気料の高騰ということでは理解できるわけですけれども、この先この電気料というものが

決して簡単に低くなるわけではないですよね。そういうことを考えると、この形はいつまで

も続けるわけにはいかないと思うんです。維持管理ができなくなる。 

  その辺のことというのは、例えば利用者が多ければ多いだけ、もちろん市民のサービスで

必要なことですけれども、マイナスが続くことでこれが続かなくなる可能性もあるという機

運はありますよね。その辺はどんなふうにお考えでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） おっしゃるとおりです。 

  今年度がもう始まりましたが、この事業につきましては基本協定と、あと年度協定という

のがございます。今年度、年度協定の中で、今年度につきましてはプラス1,000万、やはり
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電気料高騰の分を見込んで1,000万円の支出を予定しておきながら、結果的に支出にかかっ

た分を、1,000万全部といわず、かかった分をここからお支払い差し上げるという形を取っ

ております。 

  今後におきましても、５年間の期間がありまして、今年は２年目ということになりますの

で、今後につきましても５年間という中で検討材料となるかと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 公共施設の利用で、やはり受益者負担という問題も起きています。そ

ういう中で、やはり市のほうで1,000万ずつプラスでここへ予算を持っていくということも

どうかなと、いかなるものかなというような気持ちもありますので、もちろんまだ今年１年

目で、あと５年間でどんなふうに改善されていくのか見なければいけませんけれども、ぜひ

いろんな形を考えていただいて、切るところは切る、そういう方法も必要ではないかと思い

ますので、よろしくご努力をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 答弁もらいますか。大丈夫ですか。いいですか。答弁は要らない

ということで。 

  小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） 承知いたしました。 

  例えば、料金につきましても一つだと思うんですけれども、これは市全体でスポーツ施設

に限らず使用料の検討というのはなされていますので、これが一つあります。また、事業の、

イベントの人気度ですよね。これも企業努力という中で上げていけば、それはそれでプラス

要素となりますので、フィッツと一体となって上向きになるように検討してまいりたいと思

います。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 指定管理者の15ページですが、敷島海洋センターで利用者の数が減

っているという、そんなには減っていないのか。いいです。プール自体は築何年なのかちょ

っと教えて下さい。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山施設管理係長。 

○施設管理係長（小宮山敦司君） お答えします。 

  敷島Ｂ＆Ｇ海洋センターですが、平成４年に建築されております。経過は今年度時点で

31年経過しております。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ちょっと１つだけ。26ページの玉幡公園、その室内プールのことで、

工事請負費、ヒートポンプ改修工事二千二百何万で、今の課長の説明だとヒートポンプが千

九百幾らで、そのほかろ過をするのが380万ということで、この玉幡公園の、今双葉と敷島

に海洋センターがあるんですけれども、今、松井委員の質問の答えに30年ぐらいたってい

ると。ここが一番、合併して間もなくのだからまだそんなにたっていないところなんですよ

ね。 

  それから５年ぐらいしてから、やたらともかく年中機械やらポンプやら何だ、今これ見て、

この上の修繕費、プール自動制御弁のあれにも450万というふうなことで、本当に毎年ちょ

っと高額な修理改善費というのが目立つんですけれども、そこで、しっかり指定管理の方も

いろんな安全面とか、サービス面ばかりじゃなくてこういう機械とかそういう部分もしっか

り、例えば自転車に簡単な話、油を入れるとかそういうのを、何とか気を配ってそういうと

ころまで見るというようなことを市のほうでもちょっと強く言ったほうがいいと思うんです

けれども、その点どうですか。 

○委員長（長谷部 集君） 小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） 現場の維持管理という点では、我々も日頃からお願いを

していて、精いっぱいやってくれて、これからも続けてくれるとは思いますが、そもそもヒ

ートポンプという点におきましては、実は来年度、おっしゃるように老朽化が極めて著しい

状況にございますので、不具合が生じた都度都度解消していくという状況にここのところな

っております。 

  新たな方法での対応とするのか、来年度これらのところを見極める予定でおりまして、そ

れによってその後の方針を決めていきたいという考えがございます。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 

  いろんなことに対してもそんなふうなことを、課長さん今言ったお答えで安心したところ

です。 

  ちょっと質問変えていいですか。 

○委員長（長谷部 集君） はい、どうぞ。 

○委員（藤原正夫君） 指定管理の22ページ、最後のやはり玉幡公園のあれだけれども、こ
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れ、収入のところで、指定管理料の収入済額が4,312万円で、追加分ってあるじゃないです

か、659万4,000円って。これをちょっと説明してもらえますか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山係長。 

○施設管理係長（小宮山敦司君） では、お答えさせていただきます。 

  追加した659万4,000円につきましては、令和３年度の10月から３月の実績額と令和４年

度の10月から３月の見込額の差額分を補塡として充てさせていただきました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 令和３年度から４年度の見込額。繰越明許とは違うということですか。

見込んでやっているということは、繰越明許ということ。 

○委員長（長谷部 集君） 小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） ちょっともう一回整理して申しますと、これは補塡を要

するという話になりました。さて、どれぐらい補塡を要するかといった点では、これは要因

は電気料でございますので、実績として３年度、もう過ぎた３年度の10月から３月まで、

これは実績も出ております。ここを一つ取り、その当時考えていた１年後ですね。４年度の

10月と３月までの、今度これは見込みになります。ここを比較して、差がこれだけだよね

という金額がこの659万4,000円だということで算定したということになります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） 22ページの19番、スポーツ振興補助事業です。 

  これ、自治会体育事業補助金で、136自治会のうち55自治会と出ていますけれども、件数

は何件ぐらいあるんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） 申請件数は55とあります。この内訳ということですけ

れども…… 

○委員長（長谷部 集君） 乙黒スポーツ推進係長。 

○スポーツ推進係長（乙黒良智君） 体育事業補助金の関係でございますが、軽スポーツで

77件、運動会で４件。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 安倍委員。 
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○委員（安倍健治君） これ、去年と結構倍ぐらい増えてきているんですけれども、やっぱり

コロナとかがあって増えてきているんですか。コロナ前とコロナ禍、どのくらい違うものな

のかちょっと教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 小松課長。 

○スポーツ振興課長（小松利也君） まず、令和４年度は軽スポーツが77件、運動会が４件。

そして、１年前になりますと、軽スポーツが今度77から44という少ない数字でした。そし

て、運動会がゼロ。１年前は運動会がゼロ。さらに、もう１年前も運動会はゼロ、軽スポー

ツも18。その前、これ、令和元年と比較いたしますと、軽スポーツ125、運動会が59と。全

く２年度、３年度がコロナの影響で抜け落ちているというような印象になります。思い切り

コロナの影響があったものと考えます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に所管以外の委員の質疑をお受けいたします。 

  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  これでスポーツ振興課についてを終了し、以上で歳出を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  再開を２時40分といたします。 

 

休憩 午後 ２時２９分 

 

再開 午後 ２時３６分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、歳入に入ります。 

  収納課より、１款市税について一括で説明を求めます。 

  小宮山収納課長。 

○収納課長（小宮山佳浩君） お疲れさまです。 

  収納課より、令和４年度歳入における市税の収納状況について説明させていただきます。
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よろしくお願いいたします。 

  決算書は14ページから17ページになります。あわせて、決算審議資料は８ページの令和

４年度市税収納状況となります。 

  初めに、決算書の14、15ページにより、１款市税全体の収納状況について説明させてい

ただきます。 

  15ページの一番上の欄になります。調定額98億6,121万784円、収入済額96億1,637万

3,184円、不納欠損額2,478万3,690円、収入未済額２億2,005万3,910円であります。調定額、

収入済額ともに令和３年度より増額となっております。 

  それでは、税目ごとの収納状況について説明させていただきますので、決算審議資料の８

ページをお願いします。 

  表の上段、現年分から説明します。 

  個人市民税ですが、調定額43億7,590万100円、収入済額43億4,417万1,183円、不納欠損

額14万2,721円、収入未済額3,158万6,196円、収納率は99.27％で、前年度を0.02ポイント

上回っております。 

  なお、不納欠損額は外国人の出国に伴うもの、滞納者死亡に伴う相続人の相続放棄による

ものです。 

  また、参考といたしまして、甲斐市民の方が他市町村へのふるさと納税をしたことに伴う

令和４年度市民税の減収額につきましては、１億4,267万9,702円であります。 

  次に、法人市民税です。 

  調定額３億8,454万5,000円、収入済額３億8,395万6,700円、不納欠損額はなくて、収入

未済額58万8,300円、収納率は99.82％で、前年度から0.08ポイント減であります。 

  次に、固定資産税。 

  調定額39億7,661万5,000円、収入済額39億4,777万5,004円、不納欠損額9,700円、収入未

済額2,883万296円、収納率は99.27％で、前年度を0.04ポイント上回っております。 

  なお、不納欠損は滞納者死亡に伴う相続人の相続放棄によるものです。 

  国有資産等所在市町村交付金は、調定額、収入済額ともに2,090万3,400円でした。 

  次に、軽自動車税の環境性能割ですが、調定額、収入済額ともに1,547万1,400円でした。

近年、軽自動車の需要が増えている状況や、税率の臨時的軽減措置が終了したことから、前

年度の収入額よりも約630万円増額となっております。 

  次に、軽自動車税の種別割です。調定額２億6,980万9,600円、収入済額２億6,658万
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5,171円、不納欠損額はなく、収入未済額322万4,429円、収納率は98.80％で、前年度を

0.03ポイント上回っております。 

  次に、たばこ税につきましては、調定額、収入済額ともに５億7,438万93円でした。 

  入湯税につきましては、調定額638万1,900円に対しまして収入済額460万3,950円、不納

欠損額はなく、収入未済額は177万7,950円で、収納率は72.14％で、前年度を34.57ポイン

ト上回っております。 

  現年分の合計です。調定額96億2,400万6,493円、収入済額95億5,784万6,901円、不納欠

損額15万2,421円、収入未済額6,600万7,171円、収納率は99.30％で、前年度を0.04ポイン

ト上回る結果となりました。 

  次に、表の中段、滞納繰越分です。 

  こちらにつきましては、各税目を合計した額の説明とさせていただきます。 

  調定額２億3,720万4,291円、収入済額5,852万6,283円、不納欠損額2,463万1,269円、収

入未済額１億5,404万6,739円、収納率は24.65％で、前年度から3.19ポイント減であります。 

  不納欠損につきましては、生活保護等の生活困窮、職権消除等の行方不明、法人の破産や

廃業、それから滞納者本人の死亡に伴う相続放棄などによるものです。 

  次に、表の下段部分ですが、各税目の現年分、滞納繰越分の合計の調定額、収入済額等に

ついてですが、記載のとおりであります。 

  表の右下になります。市税全体の収納率は97.51％で、前年度を0.36ポイント上回ってお

ります。 

  また、表の最上段の右から４番目に記載があります還付未済金ですが、還付対象者の提出

書類の遅れや出納閉鎖近くでの重複納付により、会計処理が出納閉鎖まで処理できなかった

ものでありまして、現年、滞納繰越分合わせて82万3,593円となっております。 

  なお、令和４年度から令和５年度への滞納繰越につきましては、平成２年度分から令和４

年度分の滞納税でありまして、各市税合計で２億2,087万7,503円、実人数は1,905人であり

ます。 

  また、参考として、徴収猶予についてでありますが、コロナ猶予につきましては令和３年

度までの猶予でありまして、現在は一般的な滞納と同じ扱いになっております。コロナ猶予

が終了となって滞納となっている者は現在６人おりまして、現在対応中であります。通常の

徴収猶予につきましては、令和４年度中は１件ありまして、猶予期間は１年間であります。 

  以上、歳入における市税の収納状況についての説明を終わらせていただきます。ご審議の
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ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  なお、歳入については所管からではありません。どなたからでも結構です。 

  それでは、質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点ちょっと教えていただきたい。 

  ふるさと納税によって、先ほど甲斐市民の方から、本来なら甲斐市へ納めるべき市民税１

億4,000万何がしかという数字の報告がありましたけれども、これの扱いというか考え方と

いうのは、市のほうではどのように考えているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 早川税務課長。 

○税務課長（早川英彦君） お答えいたします。 

  この金額につきましては、甲斐市の住民の方が他市町村へ寄附をして、甲斐市の税金のほ

うを免除するという金額になります。 

  直接その金額についてという考えは、税務課につきましては特別はありませんが、これと

は別に、市のほうに逆に他の市町村からふるさと納税を頂いております。そちらのほうでの

使い道というふうな格好とこの減免分と、その差になるとは思うんですけれども、それにつ

きましては、その使い道等につきましては、税務課では直接はお答えすることは控えさせて

いただきたいと思います。別の所管がございますので、そちらのほうでよろしくお願いいた

します。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 別の所管って、どの所管でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○税務課長（早川英彦君） お答えいたします。 

  一般質問の際にもご答弁させていただきました経営戦略課のほうになりますので、そちら

でよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、１点教えてください。 

  現年分の入湯税なんですけれども、入湯税収入未済額が170万ほどありまして、収納率も
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現年分だと飛び抜けてちょっと低いかなと感じるんですが、この入湯税に関する未済という

のは何か理由があるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○収納課長（小宮山佳浩君） 本来、入湯税につきましては、お湯に入られた方から徴収して、

その分を納める形が正しいものでありまして、例年だと100％のものでした。ただ、コロナ

禍ということで、１事業所のほうが猶予をしてくれということの状況になりました。その猶

予は終わっているんですけれども、納付のほうが遅れておりまして、現年分が全部年度内に

終わらなかったという状況でこの金額になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） じゃ、コロナ禍でちょっと入湯税を猶予してほしいというのは分かっ

たんですけれども、じゃ、現在はもうその１施設も入湯税をしっかりと利用者から徴取して

いるということでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○収納課長（小宮山佳浩君） 入湯税につきましては、令和４年度中に滞納繰越分があった分

については全て納まっております。令和５年度に入りまして、やはり令和４年度分が滞納繰

越になったんですけれども、その分も追いついてきている状況であります。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、お聞きします。 

  先ほどの徴収猶予の件ですけれども、これ、差し押さえた件数というのはある、分かった

ら教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○収納課長（小宮山佳浩君） 徴収猶予とはちょっと別なんですけれども、昨年度差し押さえ

た件数につきましては、これ、市税と国保税合わせてですけれども、296件差押えを行って

おります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） それで、本来差し押さえた物件というか、そういうものを換価、現金

に換えて税に充てなさいというふうになっているんですけれども、こちらのほうもやっぱり

換価の猶予みたいなのがあって、そういった申請件数というのは実際あったんでしょうか。 
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○委員長（長谷部 集君） 小澤徴収係長。 

○徴収係長（小澤俊和君） お答えいたします。 

  うちのほうで実際差押えをいたしまして、換価をして税に充当するまで一定期間設けます。

その間に滞納者に通知をいたしまして、納税相談等の猶予期間を与えているというものにな

ります。 

  また、その納税相談の中で、また分納をさせてもらいたいというようなお話がありました

ら、現実的な計画を考えてもらって、その計画の中で納めてもらうと、解決に向かうという

ものになっています。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 実際に猶予というか、申請された人は何件あったのか。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤係長。 

○徴収係長（小澤俊和君） 申請という書面での行為は実際受けておりませんで、その相談の

中でのものになりますので、ちょっと件数までは把握しておりません。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） 一つ教えてもらいたいんですけれども、滞納というものに関わる利子

の取扱いというのはどんなふうに解釈したらいいんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤係長。 

○徴収係長（小澤俊和君） お答えいたします。 

  利子といいますか、税上は延滞金というものになりますけれども、令和５年の１月１日か

ら12月31日までは納期限の翌日から延滞金は計算が始まりまして、その１か月以内は年

2.4％、１か月を超えますと今度は8.7％という利率になります。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  これで１款市税についてを終了します。 
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  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時５８分 

 

再開 午後 ３時００分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、財政課より、２款から12款について一括で説明を求めます。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、市税を除いた歳入につきましてご説明申し上げます。 

  既に歳出の審査におきまして、財源についても併せて説明がされていると思いますので、

私のほうからは新たな歳入、比較増減の著しいもの等を中心に主な内容を説明させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

  決算書の16、17ページをお願いいたします。 

  ２款地方譲与税から説明いたします。 

  地方譲与税は、一旦国税として徴収され、法令で定められた配分基準に基づきまして市町

村に譲与されるものであります。３つの譲与税は一旦国税として徴収され、法令で定められ

た配分基準に従いまして市町村に譲与されるものであります。 

  ３つの譲与税から成る地方譲与税の収入済額は１億9,726万6,000円となっております。

項別では、１項自動車重量譲与税１億3,811万8,000円、２項地方揮発油譲与税4,614万

4,000円、３項森林環境譲与税1,300万4,000円となっております。 

  １項の自動車重量譲与税につきましては、自動車重量税の収入額の1,000分の407に相当

する額の２分の１を市道の延長、他の２分の１を面積でそれぞれ案分し、譲与されるもので

あります。２項の地方揮発油譲与税につきましては、収入額の42％に相当する額の２分の

１を市道の延長、他の２分の１を面積で案分して譲与されるものであります。３項の森林環

境譲与税につきましては、総額の88％に相当する額を市有林人工林面積、林業就業者数、

人口で案分して譲与されるものであります。 

  ３款利子割交付金は、利子税を原資として県から交付されますが、収入済額は419万円で

あります。これは預金利子等に対して課税された５分の３に相当する額を市町村の個人県民
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税の額で案分し、交付されるものであります。 

  ４款配当割交付金は、上場株式配当金に対する県税を原資といたしまして県から交付され

る交付金で、収入済額は5,164万4,000円であります。上場株式の配当につきましては県民

税５％がかかりますので、その徴収税額から個人県民税の額で案分して県から交付されるも

のであります。 

  18、19ページをお願いいたします。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、株式等の譲渡所得に対する県民税５％を原

資として県から交付されるもので、収入済額は4,510万6,000円であります。 

  ６款法人事業税交付金につきましては、県から法人事業税収入を原資といたしまして徴収

税額の7.7％を従業員数等を基準に交付されるもので、収入済額は１億1,035万円でありま

す。 

  ７款地方消費税交付金につきましては、地方消費税収入を原資として県から交付されまし

て、収入済額は18億290万5,000円であります。この交付金の内訳といたしまして、備考欄

に記載の地方消費税交付金７億2,461万6,000円につきましては従来からの交付金であり、

社会財源交付金10億7,828万9,000円につきましては、平成26年４月より消費税率が５％か

ら８％に、また令和元年10月からは８％から10％に引上げとなり、引き上げられた地方消

費税分については、社会保障４経費及びその他社会保障施策に要する経費として交付される

ものであります。 

  なお、この交付金の充当につきましては、予算書や決算書の説明資料において明示するよ

う通知されていることから、お手元の決算審議資料の６ページに地方消費税交付金が充てら

れる社会保障施策に要する経費の一覧表が掲載してありますので、後ほどご確認していただ

きたいと思います。決算審議資料の６ページになります。 

  続きまして、８款ゴルフ場利用税交付金は、ゴルフ場利用税の10分の７に相当する額が

県から交付されるもので、収入済額は2,541万3,702円であります。市内には甲斐ヒルズカ

ントリー倶楽部、敷島カントリー倶楽部、昇仙峡カントリークラブの３か所のゴルフ場があ

りまして、その利用税に対する交付金となります。 

  ９款環境性能割交付金につきましては、自動車の取得に対し、環境性能に応じて１％から

３％が県税として徴収され、そのうち約40％が環境性能割交付金として交付されるもので

あり、収入済額は2,411万6,000円であります。 

  次に、10款地方特例交付金であります。 
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  18ページ下段から21ページ上段にかけてとなりますが、収入済額は１億867万1,000円で

あります。 

  項別では、１項地方特例交付金は住宅借入金等特別税額控除による減収補塡分の交付金で、

１億608万1,000円、20ページ、21ページになりますが、２項新型コロナウイルス感染症対

策地方税減収補てん特別交付金は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも生産性

向上に向けた設備投資を行うなど先端設備の導入に対する固定資産税、償却資産の特例措置

に係る交付金で、259万円となっております。 

  11款地方交付税の収入済額は63億3,654万8,000円であります。内訳といたしましては、

備考欄に記載のとおり、普通交付税として56億7,311万6,000円、特別交付税として６億

6,343万2,000円となっております。このうち普通交付税につきましては、前年度と比較し

て２億6,649万1,000円の減額となっております。 

  続きまして、12款交通安全対策特別交付金につきましては、道路交通法の規定により納

付される反則金収入を原資として交付される交付金であり、収入済額は1,173万2,000円で

あります。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  質疑はございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  これで２款から12款についてを終了といたします。 

  次に、13款及び14款について一括で説明を求めます。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  決算書の20ページ、21ページをお願いいたします。 

  13款分担金及び負担金の収入済額は7,904万1,489円であり、前年度と比較しますと5,395

万6,044円、40.6％の減額となっております。減額の主な要因は、安心甲斐・市民支援事業

で実施した保育料の負担軽減などによるものであります。 

  それでは、まず１項負担金、２目民生費負担金、１節社会福祉費負担金につきましては、

自立支援給付認定審査会共同設置者である中央市、昭和町からの負担金、及び老人福祉施設
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入所者の負担金であります。 

  ２節児童福祉費負担金につきましては、公立、私立の保育所の保護者からの保育料、放課

後学童保育の負担金、及び県内の市町村からの病児保育事業広域負担金であります。 

  22、23ページをお願いいたします。 

  ３目衛生費負担金、１節保健衛生費負担金につきましては、健康診査の受診者の負担金、

日帰り型産後ケア事業の利用者負担金であります。 

  次に、４目１節労働費負担金につきましては、峡中広域シルバー人材センター負担金に係

る中央市、昭和町からの負担金であります。 

  次に、５目農林水産業費負担金、１節農業費負担金につきましては、県営土地改良事業に

おける双葉北部地区の圃場整備事業に係る受益者負担金と、高岩頭首工本復旧事業に係る甲

府市、昭和町からの負担金であります。 

  次に、９目１節教育費負担金につきましては、ことばの教室共同設置費負担金であり、南

アルプス市、中央市、昭和町からの負担金であります。 

  続きまして、14款使用料及び手数料の収入済額につきましては、１億9,878万2,689円で

あります。 

  この使用料及び手数料につきましては、関係する使用料条例等によりまして、その額が定

められております。 

  １項使用料の収入済額につきましては、１億5,549万9,699円であります。 

  まず、１目総務使用料、１節行政財産使用料につきましては、東電送電線の線下補償及び

私有地に建つ東電、ＮＴＴの電柱等の行政財産使用料、竜王、敷島、双葉庁舎にある自動販

売機等の設置に係る使用料及び太陽光パネルの設置に伴う竜王図書館、双葉体育館、竜王保

健福祉センター、敷島南、竜王小学校体育館、敷島中学校体育館の屋根等の貸与使用料であ

ります。 

  ２節温泉施設使用料につきましては、市民温泉３温泉の使用料になります。 

  ２目民生使用料、１節児童福祉施設使用料につきましては、収入はありませんでした。 

  ３目衛生使用料、１節保健施設使用料につきましては、各保健センターの使用料でありま

す。 

  ４目労働使用料、１節勤労者施設使用料につきましては、勤労青少年ホーム、働く婦人の

家、勤労者会館の使用料であります。 

  ５目農林水産業使用料ですが、24、25ページをお願いいたしまして、１節農林水産施設
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使用料につきましては、自然休養村管理センター使用料、矢木羽湖駐車場の自動販売機設置

に係る使用料であります。 

  ２節クラインガルテン使用料は、入会金のほか、滞在型及び日帰り型市民農園の使用料と

なっております。 

  ７目土木使用料、１節公共物使用料につきましては、道路法、河川法等の適用を受けない

導水路の使用料であります。 

  ２節道路使用料につきましては、電柱等の道路占用料であります。 

  ３節公園施設使用料につきましては、赤坂台総合公園をはじめとした各公園施設の自動販

売機設置などによる使用料であります。 

  ４節住宅使用料につきましては、市営住宅の使用料であります。 

  ５節竜王駅南北自由通路使用料につきましては、公衆電話の設置に係る竜王駅南北自由通

路の使用料でございます。 

  ６節甲斐市駅前広場使用料は、竜王駅前広場の短時間駐車場、タクシー駐車場等の使用料、

及び竜王駅、塩崎駅駅前広場の自動販売機設置に係る使用料であります。 

  ７節行政財産使用料につきましては、市営住宅の敷地内を一時的に工事の仮設事務所や資

材置場として貸出しした際の使用料となっております。 

  次に、９目教育使用料、２節社会教育施設使用料につきましては、敷島総合文化会館、各

公民館、竜王中部公園セミナーハウス及び地域ふれあい館の使用料であります。 

  ３節図書館使用料につきましては、竜王図書館、視聴覚室等の使用料であります。 

  ４節スポーツ施設使用料につきましては、社会体育施設、学校体育施設の使用料でありま

す。 

  ５節行政財産使用料につきましては、龍地地内の土地を一時的に工事の資材置場として貸

し出した際の使用料となっております。 

  次に、２項手数料であります。 

  各手数料につきましては、甲斐市手数料条例において規定されているところでありまして、

収入済額は4,328万2,990円であります。 

  １目１節総務手数料につきましては、市民戸籍課、税務課などの各種証明手数料でありま

す。 

  26、27ページをお願いいたします。 

  ２節督促手数料につきましては、市税の督促手数料であります。 
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  ２目民生手数料、２節督促手数料につきましては、保育料の督促手数料となっております。 

  ３目衛生手数料、１節保健衛生手数料につきましては、主に狂犬病の予防接種や犬の登録

等の手数料などであります。 

  ５目１節農林水産業手数料につきましては、農業振興地域の農用地の証明手数料等であり

ます。 

  ７目１節土木手数料につきましては、主に屋外広告物審査手数料、開発許可申請手数料等

の都市計画手数料のほか、地籍手数料などであります。 

  ８目１節消防手数料につきましては、火薬類の許可に伴う手数料であります。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。いかがでしょうか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） では、ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  これで15款及び16款についてを終了します。 

  次に、17款から20款について一括で説明を求めます。 

  田中財政課長。 

  ごめんなさい、改めます。15款から16款についてを終了します。 

  次に、17款から20款に…… 

〔「15、16を進めてください」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 13、14が終わって、今度は15、16で説明を求めます。すみませ

んでした。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  決算書の26、27ページをお願いいたします。 

  15款国庫支出金につきましては、収入済額は64億6,164万7,816円であります。令和３年

度と比較いたしますと、子育て世帯臨時特別給付金事業や緑化センター跡地の用地購入、ま

た小・中学校の施設改修に係る交付金などの減により13億5,780万6,383円、17.4％の減額

となっております。収入未済額の４億4,322万7,000円につきましては、国庫支出金におけ

る翌年度への繰越財源であります。 
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  それでは、まず、１項国庫負担金であります。国庫負担金は、関係法令に基づく割合によ

りまして国がその経費を負担するというもので、収入済額は44億4,567万2,105円でありま

す。 

  ２目民生費国庫負担金でありますが、１節社会福祉費負担金につきましては、障害者自立

支援医療費、給付費等に要する経費に対する負担金、特別障害者手当等給付費負担金、生活

困窮者自立支援事業費負担金であります。 

  ２節児童福祉費負担金につきましては、助産施設、母子生活支援施設への入所経費に対す

る児童入所施設措置費負担金、未熟児養育医療に係る助成金及び事務費に対する養育医療費

負担金、市内私立保育所広域保育事業として、市外保育所に児童が入所する際に要する経費

及び認定こども園等に要する経費に対する教育・保育給付負担金、また、認可外施設一時預

かり事業等の利用に係る子育てのための施設等利用給付交付金であります。 

  ３節児童手当負担金につきましては、中学校終了前までの児童を対象に支給する児童手当

に要する経費に対する負担金であります。 

  28、29ページをお願いいたします。 

  ４節児童扶養手当負担金につきましては、児童扶養手当法に基づき市が支給する児童扶養

手当に要する経費に対する負担金であります。 

  ５節保険基盤安定負担金につきましては、国民健康保険の保険者支援といたしまして、一

般会計から国保会計へ繰り出すため、政令により算定された額を基準として交付される負担

金であります。また、未就学児均等割保険税負担金につきましては、子育て世帯の経済的負

担の軽減を図るため、未就学児の均等割保険税が軽減されることに対する負担金となってお

ります。 

  ６節生活保護費負担金につきましては、市が支弁いたします被保護者の生活保護費に要す

る経費に対しまして、国がその４分の３を負担するものであります。 

  ８節介護保険負担金につきましては、低所得者の介護保険料の負担軽減を図る負担金であ

ります。 

  ３目衛生費国庫負担金、１節保健衛生費負担金につきましては、新型コロナウイルスワク

チン接種事業に対する国庫負担金でありまして、7,264万8,000円は翌年度へ繰り越すもの

であります。 

  ９目教育費国庫負担金、１節幼稚園費負担金につきましては、幼児教育の無償化による子

ども・子育て支援法の一部改正に伴い、令和元年10月から新制度未移行の幼稚園、国立大
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学附属幼稚園を利用する際の補助に係る子育てのための施設等利用給付交付金であります。 

  次に、２項国庫補助金であります。国庫補助金は、関係法令等によりまして国がその経費

を補助するもので、収入済額は20億31万3,097円であります。 

  それでは、主な内容につきましてご説明いたします。 

  まず、１目総務費国庫補助金、１節総務管理費補助金につきましては、新型コロナウイル

ス地方創生臨時交付金やマイナンバーカードの普及促進に係る経費に対して交付される個人

番号カード交付事務費補助金などであります。 

  ２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金でありますが、地域生活支援事業費補助金

につきましては、障害者総合支援法に基づき市が行う事業に対する補助金となっております。

中ほど、住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費及び事務費補助金につきましては、

住民税非課税世帯等を対象に１世帯10万円を給付いたしました臨時特別給付金給付事業に

対する補助金であります。こちらは３年度から４年度への繰越事業として実施したものであ

ります。 

  次に、価格高騰緊急支援給付金給付事業費及び事務費補助金につきましては、電力、ガス、

食料品等の価格高騰により特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等の低所得世帯を対

象に１世帯５万円を給付した価格高騰緊急支援給付金事業に対する補助金であります。 

  ２節児童福祉費補助金でありますが、母子家庭等対策総合支援事業費補助金は、母子家庭

自立支援事業等に対する補助金であります。地域子ども・子育て支援事業交付金につきまし

ては、特別保育事業、放課後児童健全育成事業等に対する補助金であります。 

  30ページ、31ページをお願いいたしまして、保育士等処遇改善臨時特例交付金につきま

しては、保育士や幼稚園教諭の収入を引き上げるために創設された保育士等処遇改善臨時特

例交付金事業に対する補助金であります。子育て世帯支援給付金事業費及び事務費交付金に

つきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、食費等の物価高騰に直面

する低所得の子育て世帯を対象に児童１人当たり５万円を給付した子育て世帯給付金事業に

対する補助金であります。 

  なお、翌年度繰越財源につきましては、全額保育対策総合支援事業費補助金となっており

ます。 

  ３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金でありますが、母子保健衛生費補助金につ

きましては、このはな産婦人科において実施している産後ケア事業及び笛吹市の産後ケアセ

ンターを活用した宿泊による産前産後ケア事業、また、産後鬱の予防等を対象とした産婦健
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康診査費助成事業、産婦等サポート事業に対する補助金であります。新型コロナワクチン接

種体制確保事業補助金につきましては、コールセンターの設置経費や接種案内通知等を発送

するための経費に係る補助金であります。出産・子育て応援事業費補助金につきましては、

子育て世帯への支援として、妊娠期から出産、子育てまで経済的支援と伴走型の相談支援を

一体として実施する出産・子育て応援交付金事業に対する補助金となっております。 

  なお、翌年度繰越財源につきましては、ワクチン接種に係る補助金であります。 

  ７目土木費国庫補助金、１節土木費補助金でありますが、社会資本整備総合交付金につき

ましては、市営田畑団地の改修事業や木造住宅の耐震診断や改修事業などの交付金でありま

す。道路交通安全施設等整備事業補助金（通学路緊急対策）につきましては、開発１号線・

三味堂村上線通学路整備工事、及び新水道線通学路整備工事に対する補助金であります。 

  なお、翌年度繰越財源につきましては、日立道路線道路改良工事と道路交通安全施設等整

備事業に係る補助金となっております。 

  ２節道路橋梁費補助金の道路メンテナンス事業費補助金につきましては、91橋の橋梁点

検等に対する補助金であります。 

  ４節都市計画費補助金でありますが、集約都市形成支援事業費補助金につきましては、立

地適正化計画策定に係る補助金であります。 

  なお、翌年度繰越財源につきましては、緑化センター跡地活用事業と市道緑化センター八

幡前線道路改良工事に係る補助金であります。 

  次に、９目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金につきましては、要保護児童及び特別

支援学級児童に対する要保護等児童援助費補助金、医療的ケアが必要な児童の支援事業に係

る教育支援体制整備事業費補助金のほか、敷島北小学校のバリアフリー化改修工事、竜王南

小学校屋内運動場の長寿命化改修及び竜王東小学校の内部環境改善工事に対する学校施設環

境改善交付金であります。また、公立学校情報機器整備費補助金につきましては、指導者用

コンピューター端末に係る補助金であります。 

  翌年度繰越財源につきましては、小学校の施設整備費に対する補助金となっております。 

  続きまして、２節中学校費補助金でありますが、要保護等生徒援助費補助金につきまして

は、要保護生徒及び特別支援学級生徒に対する補助金であります。学校施設環境改善交付金

につきましては、竜王北中学校の内部環境改善工事に対する補助金となっております。公立

学校情報機器整備費補助金につきましては、指導者用コンピューター端末に係る補助金であ

ります。 
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  翌年度繰越財源につきましては、中学校施設整備費に対する補助金であります。 

  ３節幼稚園費補助金につきましては、収入はありませんでした。 

  ４節社会教育費補助金でありますが、埋蔵文化財発掘調査のための補助金で、令和４年度

は市内12か所の調査を行ったところであります。文化芸術振興費補助金につきましては、

文化財保存活用地域計画策定に係る補助金であります。 

  32、33ページをお願いいたします。 

  ５節保健体育費補助金につきましては、感染症対策の消毒薬などの消耗品や学校における

感染拡大防止のためのＣＯ２モニター等の備品などの購入に対する学校保健特別対策事業費

補助金であります。 

  次に、３項委託金でありますが、収入済額は1,566万2,614円であります。 

  １目総務費委託金でありますが、１節総務管理費委託金につきましては、自衛官募集事務

市町村交付金であります。 

  ２節戸籍住民基本台帳費委託金につきましては、外国人の中・長期在留者住居地届出等の

登録事務の委託費であります。 

  ２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金につきましては、国民年金事務の市町村事務交

付金及び低所得者の生活を支援するための給付金事務に対する年金生活者支援給付金支給業

務市町村事務取扱交付金であります。 

  ２節児童福祉費委託金につきましては、特別児童扶養手当の事務に係る交付金であります。 

  続いて、16款県支出金についてご説明申し上げます。収入済額は23億9,976万9,614円で

あります。令和３年度と比較いたしますと、生活困窮者緊急生活支援給付金事業の補助金や

教育・保育給付事業の負担金などの増により２億7,522万7,153円、13％の増額となってお

ります。 

  まず、１項県負担金の収入済額につきましては、15億3,535万54円であります。 

  ２目民生費県負担金、１節社会福祉費負担金につきましては、生活保護費、障害者自立支

援医療費、給付費の県負担金であります。 

  ２節児童福祉費負担金につきましては、国庫負担金と同様になりますが、児童入所施設措

置費等、養育医療費、教育・保育給付費負担金及び子ども・子育て支援法の一部改正に伴う

子育てのための施設等利用給付認定施設を利用する際の県負担金であります。 

  ３節児童手当負担金につきましては、中学校終了前までの児童を対象に支給する児童手当

であります。 
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  ４節保険基盤安定負担金につきましては、国民健康保険と後期高齢者医療保険の基盤安定

負担金、未就学児均等割保険税負担金であります。 

  ７節介護保険負担金につきましては、低所得者の介護保険料の負担軽減を図るための県負

担金となっております。 

  ３目衛生費県負担金、１節保健衛生費負担金につきましては、予防接種事故救済事業に対

する県負担金であります。 

  34、35ページをお願いいたします。 

  ７目土木費県負担金、４節都市計画費負担金につきましては、５年に１度の都市計画基礎

調査に対する負担金であります。 

  ９目教育費県負担金、１節幼稚園費負担金につきましては、新制度への未移行の私立幼稚

園に対する私立幼稚園等施設等利用費県負担金であります。 

  次に、２項県補助金の収入済額は６億7,189万7,739円であります。 

  まず、１目総務費県補助金についてであります。１節総務管理費補助金でありますが、山

梨県消費者行政強化交付金市町村補助金につきましては、市が行う消費生活への取組に要す

る経費に対する補助金であります。結婚新生活支援事業費補助金につきましては、経済的理

由で結婚を諦めることがないよう、結婚に伴う住宅取得費用、住宅賃貸費用、引っ越し費用

を軽減するための補助金であります。山梨県警察防犯カメラ設置促進事業補助金につきまし

ては、都市公園への防犯カメラ設置に対する補助金であります。 

  ２節企画費補助金の鉄道通学支援による人口転出抑制実証事業費補助金につきましては、

県外の大学等に自宅から通学する学生を対象とした通学定期券の購入費補助事業に対する県

補助金であります。新たなモビリティサービス導入促進モデル事業費補助金につきましては、

双葉北部地域においてＡＩオンデマンド交通実証運行を行うための経費に対する補助金であ

ります。 

  次に、２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金につきましては、障害者総合支援法に

基づく地域生活支援事業、重度心身障害者医療費助成事業、また、物価高騰に直面している

市民税非課税世帯等を対象に１世帯１万5,000円を給付した生活困窮者緊急生活支援金給付

事業費及び事務費補助金などであります。 

  ２節児童福祉費補助金につきましては、ひとり親家庭医療費助成事業、山梨県放課後児童

健全育成事業、乳幼児医療費助成事業、36、37ページをお願いいたしまして、教育・保育

給付費地方単独費用、やまなし子育て応援事業などに対する県補助金であります。また、保
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育所等エアロゾル感染症対策強化事業費補助金につきましては、コロナ対策で施設の換気対

策といたしまして、保育園、児童館等に空気清浄機、サーキュレーター等を整備するための

補助金となっております。 

  次に、３目衛生費県補助金、１節保健衛生費補助金につきましては、健康手帳の交付など

健康増進法に基づく健康増進事業に対する県補助金及び休日夜間急患診療体制整備に対する

県補助金、笛吹市の産後ケアセンターを活用した宿泊による産後ケア事業補助金、出産・子

育て応援交付金事業に対する補助金であります。 

  次に、２節環境衛生費補助金につきましては、猫不妊・去勢手術費に対する補助金であり

ます。 

  ４目労働費県補助金、１節労働費補助金につきましては、東京圏から起業、就業した移住

者への山梨県移住支援金交付事業費補助金であります。 

  ５目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金につきましては、農業委員会、農業次世代

人材投資事業、農業基盤整備促進事業、日本型直接支払事業、特産農産物生産支援整備事業

補助金などに対する補助金であります。 

  ２節林業費補助金につきましては、被害木伐採事業に対する松くい虫被害対策事業費補助

金、松くい虫による被害木に対し薬剤薫蒸処理を実施する造林事業に対する補助金、林道改

良事業に対する補助金であります。 

  ３節地籍調査費補助金は、敷島地区の地籍調査費補助金であります。 

  次に、６目商工費県補助金、２節観光振興費補助金につきましては、御嶽古道の玄関口に

ある常説寺駐車場にトイレを設置する経費に対する富士の国やまなし観光振興施設整備補助

金であります。 

  次に、７目土木費県補助金であります。 

  38、39ページをお願いいたします。 

  １節土木費補助金につきましては、木造住宅の耐震診断や耐震改修などに対する補助金、

災害時避難路通行確保対策事業費補助金などであります。 

  次に、９目教育費県補助金です。１節小学校費補助金につきましては、収入はありません

でした。 

  ２節中学校費補助金につきましては、部活動の指導に当たる教員の負担軽減のため、退職

者などを顧問といたしまして公立中学校に配置する事業に対する補助金であります。 

  ３節社会教育費補助金は、収入はありませんでした。 
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  ４節幼稚園費補助金は、幼稚園の副食費の補塡分に係る補助金であります。 

  ５節教育総務費補助金は、学力向上支援スタッフ配置事業に対する補助金であります。 

  ３項委託金につきましては、収入済額１億9,252万1,821円であります。 

  １目総務費委託金、１節総務管理費委託金につきましては、土地利用規制対策に対する県

からの交付金であります。 

  ２節選挙費委託金は、県知事選挙、県議会議員選挙、参議院議員選挙に係る委託金であり

ます。 

  ３節統計調査費委託金は、就業構造基本調査などの各種統計調査の交付金であります。 

  ４節移譲事務交付金は、県からの移譲事務に対する交付金となっております。 

  ５節徴税費委託金は、個人県民税の徴収の取扱いに対する交付金であります。 

  ６節在外選挙人名簿登録事務交付金は、在外選挙人名簿の登録事務に対する交付金であり

ます。 

  ２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金につきましては、生活のしづらさなどに関する

調査等に関する委託金であります。 

  ２節生活保護費委託金につきましては、中国残留邦人を支援するための事務経費に対する

委託金であります。 

  40、41ページをお願いいたします。 

  ３目衛生費委託金、１節環境衛生費委託金につきましては、自然環境保全地区の管理に対

する委託金であります。 

  ５目農林水産業費委託金、１節農業費委託金の県営土地改良事務委託金につきましては、

双葉北部地区の圃場整備換地業務などに対する委託金であります。 

  次に、８目教育費委託金、２節社会教育費委託金は、山梨県文化財保護条例の事務委託金

となっております。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ちょっと確認したいんですが、28、29ページで上のほうにある生活

保護の負担金ですが、これは国・県と市とどういう比率だったかちょっと確認したいんです
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が。 

○委員長（長谷部 集君） 飯沼福祉部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  この負担につきましては、国が４分の３、市が４分の１でございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員、マイクを切ってください。 

  ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  これで15款及び16款についてを終了します。 

  次に、17款から20款について一括で説明を求めます。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） よろしくお願いいたします。 

  決算書の40ページ、41ページをお願いいたします。 

  17款財産収入であります。収入済額は2,807万8,126円であります。 

  １項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節不動産貸付収入につきましては、普通財産の

貸付収入等であります。 

  ２目１節利子及び配当金につきましては、財政調整基金をはじめとする15の基金に対す

る利子となっております。 

  ２項財産売払収入、１目１節不動産売払収入につきましては、法定外導水路等の用途廃止

に伴う売却の売払収入となっております。 

  次に、18款寄附金であります。収入済額は10億6,631万2,373円であります。 

  42、43ページをお願いいたします。 

  １項寄附金、１目１節一般寄附金につきましては、２件の寄附がございました。 

  ２節ふるさと寄附金でありますが、年間を通して、ふるさと寄附金として５万1,850件、

総額10億4,510万3,873円の寄附がありました。また、企業版ふるさと寄附金といたしまし

て11件、1,650万円の寄附がありました。特定事業等寄附金は270件、380万円の寄附があっ

たところであります。 

  次に、３目民生費寄附金、１節社会福祉費寄附金につきましては、２件の寄附があったと

ころであります。 
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  ４目１節衛生費寄附金につきましては、収入はございませんでした。 

  次に、19款繰入金であります。収入済額は４億5,731万5,800円であります。 

  １項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金につきましては、補正予算を編成する際の

財源不足分を補うため繰り入れたものであります。 

  ２目１節減債基金繰入金につきましては、公債費の利子分として繰り入れております。 

  11目１節クラインガルテン基金繰入金につきましては、繰入れはございませんでした。 

  12目１節地域振興基金繰入金につきましては、サテライト双葉からの競輪場外車券場等

の地元対策費相当分をこども医療費助成事業へ充当するために繰り入れております。 

  13目１節環境保全基金繰入金につきましては、バイオマス活用推進事業に充当するため

繰り入れております。 

  14目森林管理基金繰入金になります。42、43ページをお願いいたしまして、１節森林管

理基金繰入金につきましては、林業振興費、小学校施設整備費、中学校施設整備費、保育園

費等へ充当するために繰り入れております。 

  次に、２項特別会計繰入金でありますが、３目介護保険特別会計繰入金、10目介護サー

ビス特別会計繰入金、11目後期高齢者医療特別会計繰入金、12目合併浄化槽事業特別会計

繰入金につきましては、それぞれ前年度の決算に伴いまして、一般会計からの繰出金を精算

して繰り入れるものであります。 

  次に、20款繰越金につきましては、前年度からの繰越金となっておりまして、決算額は

24億8,440万4,945円であります。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ふるさと寄附金で、先ほど収入の、前段階で収入担当からお尋ねした

ら経営戦略の管轄だということでしたのでお尋ねしておきます。 

  ふるさと納税は10億を超えて頂いているわけなんですが、甲斐市から他市町村へふるさ

と納税として納入している金額もあるわけなんですが、その他市へ出ている金額の中で、市

民税に関する金額が１億4,000万何がしかという金額を明らかにされているんですが、市民

税が他市へ行ったその穴埋めといいますか、本来なら甲斐市へ納めていただいて、いろんな
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ことに使って市民生活の安心・安全を確保するというのが市民税の本来の趣旨だと思うんで

すが、何かよそへ出た金額はふるさと納税と相殺されるような見解といいますか、されるか

らいいんだというようなニュアンスを先ほど収入のほうの担当の方はおっしゃっておりまし

たが、経営戦略の担当の方はその辺はどのように、他市へ行った分の補塡というのは何かあ

るのかないのか、その辺教えていただきたい。 

○委員長（長谷部 集君） 丸山総合戦略部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 先ほど税務、市民税の課長からのご説明があったと思います

けれども、まずは市民の寄附に対する市税の控除額ということでおおむね１億8,000万ほど

ございますが、市といたしましては、やはり出ていく分はそれ以上に入を求めなければ赤字

になってしまうという形になっていますので、税務課長の答弁のとおり、少しでも多くの寄

附を設けることによって補塡はしていきたいというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 出と入りのバランスが崩れた場合には、かなり市としては、自治体と

してはかなりのダメージを受けるということ、これは既に東京23区とか横浜、川崎、そう

いったところで悲鳴を上げている状態だというのが顕著になってきています。 

  そういった入りと出のバランス、入りのほうが多いからより入りでカバーしていこうとい

うその基本的な考え方は、ちょっと私は受け入れられないと思うんですが、ぜひその辺の微

妙なところ、ふるさと納税がこれからも継続していく上については、そういったデメリット

の部分もすごくあるんだなというところも考慮に入れながら、バランスのいい税収といいま

すか、本来頂けるものは頂きましょうよという基本姿勢というところは崩していただきたく

ないなと要望しておきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで17款から20款についてを終了します。 

  次に、21款について説明を求めます。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  決算書の44ページ、45ページになります。 

  21款諸収入であります。収入済額は８億4,181万9,705円であり、令和３年度と比較いた
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しますと２億9,732万5,651円、26.1％の減額となっております。減額の主な要因といたし

ましては、安心甲斐・市民支援事業で実施いたしました学校給食費及び保育園等の副食費の

負担軽減などによるものとなっております。 

  それでは、１項延滞金、加算金及び過料、１目１節延滞金になります。こちらにつきまし

ては、市税、保育料の延滞金であります。 

  ３目１節過料につきましては、排水設備新設等の計画確認申請完了届が遅延いたしました

事業者等に対して過料を科したものでありますが、地方公営企業法の規定に基づき、一般会

計において収入したものであります。 

  46、47ページをお願いいたします。 

  ２項１目１節市預金利子につきましては、歳計現金分の預金利子であります。 

  ３項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節児童福祉費受託事業収入につきまして

は、他市町村から市内保育所への児童受入れに対する収入となっております。 

  ３目教育費受託事業収入、１節社会教育費受託事業収入につきましては、県事業の農道改

良工事に伴う発掘調査等に係る収入となっております。 

  ４目総務費受託事業収入、１節総務管理費受託事業収入につきましては、山梨県広報の配

布のための県からの受託事業収入であります。 

  ４項貸付金元利収入、１目１節労働費貸付金元利収入は、勤労者生活安定資金預託金の返

戻金であります。 

  次に、５項雑入であります。収入済額は８億93万9,772円であります。 

  まず、１目雑入でありますが、主立ったものについて説明させていただきます。 

  １節総務費雑入であります。財団法人山梨県市町村振興協会市町村交付金につきましては、

新市町村振興宝くじ、ハロウィンジャンボ宝くじであり、その収益金をもって交付されるも

のであります。職員駐車場使用料は職員負担の駐車場使用料になります。48、49ページを

お願いいたしまして、コミュニティー助成事業助成金につきましては、自治総合センターの

コミュニティー助成事業において、一般コミュニティー助成事業に５自治会の事業が採択さ

れたことに伴う助成金であります。 

  ２節民生費雑入につきましては、山梨県後期高齢者医療広域連合からの派遣職員費分、後

期高齢者健康診査、健康増進事業費補助金、生活保護費用返還金、重度医療高額療養費納付

金、また保育園の副食費などであります。収入未済額につきましては、生活保護費用返還金

及び児童扶養手当返還金などであります。 
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  ３節衛生費雑入につきましては、リサイクル品売払収入、指定ごみ袋売払収入などであり

ます。 

  ４節労働費雑入につきましては、収入はございませんでした。 

  ５節農林水産業費雑入につきましては、山梨県土地改良事業団体連合会からの適正化事業

に対する土地改良施設維持管理費適正化事業交付金などであります。 

  ６節商工費雑入につきましては、サテライト双葉に係る競輪場外車券売場の地元対策費、

及び競艇場外舟券売場などの環境整備協力費のほか、プレミアム付商品券の販売代金などで

あります。 

  ７節土木費雑入につきましては、鉄類等売払収入、都市計画図や総括図の売りさばき代、

また、都市計画道路田富町敷島線取付道路工事に伴う公園遊具物件移転補償費などでありま

す。 

  50ページ、51ページをお願いいたします。 

  ８節消防費雑入につきましては、消防団の加入している保険に係る福祉共済事務費などで

あります。 

  ９節教育費雑入につきましては、小・中学校給食費が主な収入となっております。また、

双葉ふれあい文化館電気使用料は、指定管理者である公益財団法人山梨文化学習協会からの

電気料相当額などであり、スポーツ振興くじ助成金は、敷島体育館ＬＥＤ化及びアリーナ床

改修工事に対する独立行政法人日本スポーツ振興センターからの助成金であります。収入未

済額につきましては、小・中学校の給食費となっております。 

  ２目１節滞納処分費につきましては、収入はありませんでした。 

  ３目過年度収入、１節社会福祉費負担金過年度収入につきましては、令和３年度の障害者

自立支援給付費国庫負担金などの不足分の追加交付となっております。 

  ５節介護保険負担金過年度収入につきましては、令和３年度の低所得者保険料軽減負担金

不足分の追加交付であります。 

  ７節生活保護費負担金過年度収入につきましては、令和３年度の生活保護費等国庫負担金

不足分の追加交付であります。 

  ８節自動車取得税交付金過年度収入につきましては、過年度の自動車取得税交付金の再算

定に伴い交付されたものであります。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 
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  説明に対しての質疑を行います。 

  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  これで21款についてを終了します。 

  次に、22款について説明を求めます。 

  田中財政課長。 

○財政課長（田中貴則君） よろしくお願いいたします。 

  50ページ、51ページをお願いいたします。 

  22款市債についてご説明いたします。市債の収入済額につきましては、21億1,803万

5,000円であります。 

  １項市債、２目民生債、２節公共施設等適正管理推進事業債につきましては、敷島なかよ

し児童館及び竜王ふれあい児童館の照明取替え工事に充当したもので、収入済額は160万円

であります。 

  ５目農林水産業債、５節公共事業等債につきましては、安寺沢林道落石防護工事、大川橋

林道橋梁長寿命化推進事業等に充当したもので、収入済額は2,250万円であります。 

  52、53ページをお願いいたします。 

  ６節防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債につきましては、双葉北部圃場整備事業や高

岩頭首工本復旧工事の負担金に充当したもので、収入済額は1,340万円であります。 

  ７節地域活性化事業債につきましては、林道維持管理事業に充当したもので、収入済額は

200万円であります。 

  ７目土木債、３節河川事業債につきましては、富竹新田十二名地内水路改修などの河川改

修事業に緊急自然災害防止対策事業債を充当したもので、収入済額は2,310万円であります。 

  ４節道路橋梁事業債につきましては、西川笹原線道路改良に緊急支援災害防止対策事業債

を充当したもので、収入済額は2,130万円であります。 

  ５節防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債につきましては、山梨県が施行する急傾斜地

崩壊対策事業の負担金に充当したもので、収入済額は240万円であります。 

  ６節公共事業等債につきましては、日立道路線道路改良工事や道路交通安全施設等整備事

業に充当する予定でありましたが、令和５年度への繰越事業となったため、収入済額はござ

いませんでした。 
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  ８目消防債、３節防災対策事業債につきましては、敷島第１分団詰所新築工事などに充当

したもので、収入済額は2,730万円であります。 

  ９目教育債、１節学校施設整備事業債につきましては、竜王南小学校屋内運動場長寿命化

改修工事、竜王東小、竜王中学校内部環境改善工事、双葉西小学校校舎長寿命化設計及び敷

島小学校屋内運動場床改修工事などに充当したもので、収入済額は５億5,740万円でありま

す。 

  ２節防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債につきましては、敷島北小学校のバリアフリ

ー化改修工事に充当したもので、収入済額は1,370万円であります。 

  ３節緊急防災・減災事業債につきましては、敷島総合文化会館の天井改修設計に充当した

もので、収入済額は200万円であります。 

  ４節公共施設等適正管理推進事業債につきましては、玉幡体育館屋根外壁等改修関係、及

び竜王中学校受水槽取替工事などに充当したもので、収入済額は１億4,690万円であります。 

  12目１節合併特例債につきましては、敷島体育館のＬＥＤ化及び床改修、敷島保健福祉

センターの空調設備更新、竜王田中線などの道路新設改良事業のために借り入れました４億

5,950万円と、平成29年度に借り入れました合併特例債の借換えのために借入れしました５

億1,527万円であります。 

  14目１節臨時財政対策債は、発行可能額と同額の３億966万5,000円であります。 

  なお、臨時財政対策債につきましては、普通交付税の算定において、発行可能額全額を借

り入れたものとみなし、元利償還金相当額の100％が後年度において交付税措置されるもの

であります。 

  お手数ですけれども、決算審議資料の５ページをお開き願います。決算審議資料の５ペー

ジをお願いいたします。 

  地方債現在高調書（普通会計）といたしまして、令和４年度末の現在高が記載されており

ます。先ほど説明させていただきました借入れと令和４年度中の償還によりまして、令和４

年度末の一般会計の市債現在高につきましては、一般会計の一番下の段、計（１）の右から

２列目に記載してありますとおり215億7,252万4,000円となっており、一番右の列のとおり、

令和３年度末の現在高と比較いたしますと９億7,979万円の減額となっております。 

  以上であります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 
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  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  これで22款についてを終了します。 

  以上で歳入を終了し、一般会計決算の質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第１号 令和４年度甲斐市一般会計歳入歳出決

算認定の件について、順次、討論・採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

  まず、本案に対する反対者の発言を許します。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 日本共産党甲斐市議団、松井豊です。 

  2022年、令和４年度の決算に対する反対討論を行います。 

  詳細につきましては本会議で述べたいと思いますので、概略だけお話をしたいと思います。 

  決算は323億円余となっており、歳入については、問題があるのは消費税納入総推計150

億円に対して地方消費税交付金が18億で、１割強という状況です。消費税創設に当たって

は、来るべき少子高齢化社会の社会保障の財源として強調してきましたが、明らかな公約違

反です。 

  既に納入した消費税累計は500兆円を超えますが、その７割が大企業減税に回され、国民

には回ってきていません。 

  そして、このコロナ禍で、世界で103か国が消費税の減税を行っており、ロシアや中国も

入っています。アメリカには消費税はありません。こうした中で、全く減税を行わない日本

の姿勢というのは非常に問題です。５％に速やかに減税をすべきです。 

  支出項目については、何点かありますが、主なところを言わせてもらいますと、学校給食

の無償化については、県内でも半数くらい無償化が一部を含めて行われています。例えば第

２子以降とか、あるいは小学校とか、それなりの目出しが行われていますので、やはり甲斐

市でもそうしてもらいたかったんですが、そうなってはいません。 

  生活困窮者、それから就学援助についても、実態に合っていない。この辺は財政調整基金

なども活用して対応されるべきだと思います。 

  総額500兆円に上る大企業の内部留保、いわゆる隠し利益は、企業のぜい肉に当たります。

経済をゆがめるだけでなく、僅か２％の課税で全国一律1,500円の最賃制が可能です。アメ
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リカではバイデン政権が2,200円の最賃を提案しているようです。これらを考え合わせます

と、日本の経済対策についてもいろんな問題があります。 

  詳細につきましては本会議で述べますので、以上で反対討論とさせていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） このほか、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、これで討論を終わります。 

  これより本案について採決をいたします。 

  本案は、起立により採決を行います。 

  お諮りいたします。本案に賛成の方はご起立をお願いします。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  起立多数です。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定をされました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で認定第１号 令和４年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件を終了いたします。 

  以上で本日の審査を終了し、散会といたします。 

  明日26日も午前９時半より再開をいたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時１３分 

 

 


